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幕末維新長州真宗僧の新資料―地方の密偵としての香川葆晃の事績を中心に―

論　
　

文

幕
末
維
新
長
州
真
宗
僧
の
新
資
料
―
地
方
の
密
偵
と
し
て
の
香
川
葆
晃
の
事
績
を
中
心
に
―

安
渓
遊
地
（
山
口
県
立
大
学
名
誉
教
授
）

は
じ
め
に

　

幕
末
の
長
州
藩
で
倒
幕
の
最
前
線
に
立
っ
た
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
た
ち
が
い
た
。
明

治
維
新
後
は
廃
仏
毀
釈
の
嵐
を
押
し
と
ど
め
る
た
め
に
力
を
あ
わ
せ
た
彼
ら
の
中
で
、
島
地

黙
雷
（
し
ま
じ
・
も
く
ら
い
）
、
大
洲
鉄
然
（
お
お
ず
・
て
つ
ね
ん
）
、
赤
松
連
城
（
れ
ん

じ
ょ
う
）
、
香
川
葆
晃
（
ほ
う
こ
う
）
の
四
人
は
「
仏
教
界
を
守
っ
た
維
新
四
僧
」
あ
る
い

は
「
長
州
四
傑
僧
」
と
呼
ば
れ
た
（A

nkei

他
、
二
〇
一
二
、
安
渓
・
安
渓
、
二
〇
一
一
）
。

こ
の
中
で
、
香
川
葆
晃
は
、
筆
者
の
母
方
の
曾
祖
父
（
母
の
母
の
父
）
で
あ
り
、
龍
谷
大
学

の
前
身
の
大
学
林
綜
理
を
勤
め
た
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
残
さ
れ
た
史
料
は
非

常
に
少
な
い
。

　

文
末
の
写
真
１
は
、
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
が
所
蔵
す
る
「
明
治
十
二
年
明
治
天
皇
御
下
命

『
人
物
写
真
帖
』
」
の
う
ち
Ⅱ
類—

６
「
神
官
僧
侶
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
上
記
四
僧
の
写

真
で
あ
る
。

　

長
州
藩
内
が
正
義
派
（
討
幕
派
）
と
俗
論
派
（
恭
順
派
）
に
二
分
し
て
、
は
げ
し
く
対
立

し
て
い
る
と
き
、
海
防
僧
と
呼
ば
れ
た
月
性
（
げ
っ
し
ょ
う
、
一
八
一
七
〜
一
八
五
八
）
の

遺
志
を
つ
い
だ
真
宗
僧
た
ち
が
護
法
、
護
国
の
た
め
に
正
義
派
を
支
持
す
べ
き
こ
と
を
民
衆

に
説
い
て
廻
っ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
、
と
元
龍
谷
大
学
教
授
で
防
府
市
富
海
円
通
寺
の

住
職
で
も
あ
っ
た
児
玉
識
（
し
き
）
師
は
指
摘
し
、
具
体
的
な
史
料
を
発
掘
し
て
研
究
を
進

め
た
（
児
玉
、
一
九
七
六
、
二
〇
〇
五
な
ど
）
。

　

こ
の
報
告
で
は
、
葆
晃
の
生
ま
れ
た
新
潟
県
上
越
市
の
寺
と
住
職
と
な
っ
た
山
口
県
周
南

市
の
寺
を
訪
れ
て
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
足
跡
を
追
っ
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、
幕
末

の
『
奇
兵
隊
日
記
』
お
よ
び
『
毛
利
家
文
庫
』
で
葆
晃
と
考
え
ら
れ
る
人
物
が
登
場
す
る
文

書
の
内
容
を
検
討
す
る
。

　
一
、
『
仏
教
大
辞
彙
』
に
見
る
香
川
葆
晃
の
足
跡

　

明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
現
在
の
龍
谷
大
学
の
前
身
で
あ
る
仏
教
大
学
で
『
仏
教
大

辞
彙
』
の
刊
行
が
企
画
さ
れ
た
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
か
ら
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）

年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
四
五
〇
〇
ペ
ー
ジ
を
越
え
る
大
著
で
あ
る
。
そ
の
中
に
「
葆
晃
」

の
記
事
が
あ
る
。
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
か
ら
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
に
か
け
て
刊

行
さ
れ
た
『
真
宗
大
辞
典
』
に
も
「
香
川
葆
晃
」
の
記
事
が
あ
る
が
、
内
容
は
前
者
の
抜
粋

で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
そ
の
内
容
を
読
み
下
し
て
み
よ
う
。
新
漢
字
を
用
い
、
適
宜
［
か
っ
こ
］
の
中

に
筆
者
の
注
釈
を
入
れ
る
。

　
　

ホ
ウ
コ
ウ　

葆
晃　

真
宗　

本
願
寺
派
の
勧
学
［
学
僧
の
学
階
の
最
上
位
］
。
初
の
名

は
大
証
、
緇
渓
［
し
け
い
］
と
号
し
、
香
川
を
姓
と
す
。
越
後
中
頸
城
郡
竹
直
村
［
現

在
の
上
越
市
］
真
照
寺
に
生
ま
る
。
十
一
歳
富
永
某
に
就
て
漢
籍
を
学
び
、
十
四
歳
笈

［
き
ゅ
う
］
を
会
津
に
負
ふ
［
親
元
を
離
れ
て
勉
学
］
。
十
九
歳
上
京
し
て
本
山
の
学
林

［
京
都
東
中
筋
花
屋
町
上
ル
に
あ
っ
た
西
本
願
寺
の
学
校
］
に
懸
籍
し
、
苦
学
励
精
業
大

に
進
む
。
安
政
四
［
一
八
五
七
］
年
剃
度
。
文
久
三
［
一
八
六
三
］
年
七
月
、
得
業
［
学

階
の
最
下
位
］
を
授
け
ら
る
。
当
時
国
内
内
患
外
憂
交
〻
起
り
幕
府
策
の
施
す
所
を
知
ら

ず
。
晃
、
資
性
剛
毅
、
黙
視
す
る
に
忍
び
ず
。
乃
ち
天
下
の
志
士
と
交
り
陰
に
陽
に
王
事

［
勤
王
］
に
尽
す
。
為
に
幕
府
の
忌
憚
に
触
れ
、
捕
吏
の
追
躡
［
つ
い
じ
ょ
う
、
追
跡
に

同
じ
］
す
る
所
と
な
る
。
葆
、
吏
前
に
刀
を
抜
て
盤
上
の
鉢
を
裁
破
し
て
曰
く
、
余
を
捕

へ
ん
と
す
る
者
は
、
亦
斯
の
如
け
ん
の
み
と
。
吏
、
恐
れ
て
逡
巡
す
。
是
に
於
て
悠
然
と

し
て
去
る
。
然
に
其
後
、
吏
の
為
に
欺
か
れ
、
縛
せ
ら
れ
て
六
角
の
獄
［
中
京
区
六
角
通

神
泉
苑
町
に
あ
っ
た
牢
獄
］
に
投
ぜ
ら
る
。
仍
て
［
お
っ
て
］
一
夕
水
門
を
潜
り
て
脱
獄

し
、
長
門
の
萩
に
走
る
。
会
〻
［
た
ま
た
ま
］
同
地
に
僧
風
改
正
の
挙
あ
り
し
を
以
て
之

を
扶
く
。
明
治
元
年
二
月
藩
士
の
勧
め
に
よ
り
周
防
富
田
［
と
ん
だ
］
の
善
宗
寺
［
ぜ
ん

し
ゅ
う
じ
］
に
入
山
す
。
茲
歳
［
こ
の
と
し
］
鉄
然
、
黙
雷
、
連
城
等
京
に
上
り
て
本
山

改
革
を
企
つ
る
や
、
晃
、
亦
其
議
に
与
り
、
尋
で
［
つ
い
で
］
上
洛
し
て
、
尽
瘁
す
る
所

あ
り
。
已
に
し
て
業
、
漸
次
其
緒
に
就
き
、
翌
年
七
月
本
山
よ
り
白
銀
五
枚
、
輪
袈
裟
一
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領
の
賞
を
受
く
。
此
冬
東
京
に
赴
き
、
官
の
当
路
者
［
有
力
者
］
を
訪
う
て
宗
政
上
の
私

見
を
陳
ぶ
。
尋
で
一
宗
の
行
政
に
参
与
し
、
真
摯
事
に
従
ふ
。
十
年
五
月
、
二
等
執
事

と
な
り
、
翌
年
三
月
議
案
局
制
規
部
委
員
長
を
拝
命
す
。
尋
で
特
選
会
衆
［
と
く
せ
ん
え

し
ゅ
、
本
願
寺
の
議
会
で
あ
る
集
会
＝
し
ゅ
う
え
＝
の
議
員
の
う
ち
、
法
主
が
任
命
す
る

者
］
に
補
せ
ら
れ
、
又
執
行
［
し
ゅ
ぎ
ょ
う
］
兼
教
務
局
長
に
任
ぜ
ら
る
。
十
七
年
、
本

山
の
職
制
更
改
の
事
あ
る
や
、
二
等
執
行
兼
興
学
局
長
と
な
る
。
二
十
三
年
二
月
執
行
に

任
ぜ
ら
れ
、
八
月
大
学
林
［
龍
谷
大
学
の
前
身
の
ひ
と
つ
］
副
綜
理
本
務
取
扱
と
な
り
、

翌
年
八
月
、
同
綜
理
を
拝
命
す
。
爾
来
専
心
育
英
に
従
事
し
、
恩
威
並
び
垂
れ
て
学
徒
を

悉
く
悦
服
せ
し
む
。
二
十
八
年
其
功
に
依
り
て
香
色
衣
体
［
こ
う
し
ょ
く
え
た
い
］
着
用

の
恩
典
を
蒙
る
。
茲
歳
安
居
［
あ
ん
ご
、
元
来
は
僧
が
雨
季
に
托
鉢
を
休
ん
で
す
る
勉
学

の
集
会
］
に
選
択
集
を
副
講
す
。
翌
年
顧
問
上
首
［
法
主
の
諮
問
機
関
の
顧
問
会
議
長
］

に
補
せ
ら
れ
、
三
十
年
大
学
林
綜
理
を
辞
し
て
鹿
児
島
別
院
輪
番
に
赴
任
す
。
同
年
秋
病

を
得
て
帰
京
す
る
や
、
宗
主
、
憂
慮
し
て
措
か
ず
、
直
に
侍
僧
を
病
床
に
派
し
て
慰
問
せ

し
め
、
又
特
に
某
医
に
命
じ
て
診
療
を
加
へ
し
む
。
是
よ
り
先
、
同
十
五
年
学
階
輔
教

を
受
け
、
二
十
三
年
司
教
に
進
み
し
が
、
是
に
い
た
り
て
更
に
勧
学
を
授
け
ら
る
。
十
月

十
三
日
終
に
寂
す
。
寿
八
十
四
。
円
珠
院
と
諱
す
。
後
、
同
四
十
二
年
一
月
特
に
生
前
の

偉
功
を
追
賞
し
て
特
別
賞
与
甲
種
を
贈
ら
る
。

　

『
仏
教
大
辞
彙
』
の
こ
の
記
事
が
、
香
川
葆
晃
の
経
歴
の
標
準
と
な
っ
て
参
照
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
国
立
国
会
図
書
館
典
拠
デ
ー
タ
検
索
・
提
供
サ
ー
ビ
ス
（https://

id.ndl.go.jp/auth/ndlna/00487644

）
に
は
、
「
香
川
、
葆
晃
、
カ
ガ
ワ
、
ホ
コ
ウ
、

一
八
一
五
〜
一
八
九
八
」
と
載
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
疑
問
が
あ
る
。
ひ
と
つ

は
、
没
年
は
日
付
ま
で
明
ら
か
で
あ
る
が
、
生
年
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

京
都
の
六
角
獄
舎
に
入
獄
お
よ
び
脱
獄
し
て
萩
に
逃
げ
た
時
期
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
慶
応

四
年
の
、
九
月
か
ら
は
改
元
し
て
遡
っ
て
明
治
元
年
と
な
る
二
月
に
善
宗
寺
に
入
寺
す
る
ま

で
の
活
動
も
、
鉄
然
ら
の
僧
風
改
正
の
挙
を
助
け
た
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　

海
防
僧
と
言
わ
れ
た
月
性
の
私
塾
で
あ
る
時
習
館
（
清
狂
草
堂
）
を
柳
井
市
遠
崎
に
訪
ね

る
と
、
時
習
館
に
集
っ
た
人
々
と
い
う
展
示
の
中
に
香
川
葆
晃
が
入
っ
て
い
る
。
月
性
は
、

安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
前
年
に
剃
度
し
て
京
都
で
修
行

中
の
葆
晃
が
、
月
性
の
教
え
を
時
習
館
で
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
安
政
三
年

に
月
性
が
大
谷
広
如
法
主
の
招
き
で
、
本
山
に
数
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
滞
在
し
、
後
に
『
仏
教

護
国
論
』
と
な
る
文
章
を
執
筆
し
た
折
に
は
、
学
林
の
血
気
盛
ん
な
学
生
で
あ
っ
た
葆
晃
が
、

月
性
に
面
会
し
て
そ
の
勤
王
思
想
の
影
響
を
直
接
に
受
け
る
機
会
は
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

二
、
山
口
県
周
南
市
の
善
宗
寺
訪
問
・
香
川
葆
晃
の
系
図
を
見
る

　

こ
う
し
た
疑
問
を
い
だ
い
て
、
幕
末
維
新
の
真
宗
僧
の
研
究
を
し
て
お
ら
れ
た
防
府
市
富

海
円
通
寺
住
職
の
児
玉
識
先
生
の
案
内
で
、
香
川
葆
晃
が
住
職
で
あ
っ
た
政
所
山
善
宗
寺

［
ま
ど
こ
ろ
さ
ん
ぜ
ん
し
ゅ
う
じ
］
を
周
南
市
に
訪
ね
る
機
会
を
得
た
。
二
〇
〇
九
年
の
三

月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
広
壮
な
境
内
に
は
「
円
珠
院
釈
葆
晃
和
尚
」
と
彫
ら
れ
た
大
き
な
石

碑
が
あ
り
、
裏
に
は
「
明
治
三
十
四
年
立
之
」
と
刻
ん
で
あ
る
。
い
た
だ
い
た
寺
の
案
内
文

に
は
、
「
寛
永
二
十
［
一
六
四
三
］
年
、
第
八
代
住
職
順
真
の
と
き
、
毛
利
輝
元
公
の
夫
人
、

清
光
院
殿
の
位
牌
が
善
宗
寺
に
預
け
ら
れ
て
以
後
、
毛
利
家
と
の
つ
な
が
り
も
深
く
な
り
、

輝
元
公
の
次
男
・
徳
山
藩
主
就
隆
公
よ
り
は
、
三
十
石
の
知
行
が
扶
持
さ
れ
た
と
も
伝
え
て

い
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

　

「
葆
晃
の
ひ
孫
に
あ
た
り
ま
す
」
と
筆
者
が
名
乗
っ
て
前
住
職
・
香
川
知
行
師
に
教
示
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
秘
蔵
の
「
周
防
国
富
田　

政
所
山
善
宗
寺
系
図
」
そ
の
他
の
史
料
の

閲
覧
を
許
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
長
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
近
い
巻
物
の
系
図
が
目
を
引
い
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
一
八
年
に
山
口
県
立
大
学
の
前
身
の
山
口
県
女
子
専
門
学
校
の
校
長
に
就

任
し
た
善
宗
寺
第
一
八
世
住
職
の
香
川
静
爾
（
一
八
八
六
〜
一
九
六
八
）
が
作
成
し
た
も
の

で
、
そ
の
中
の
最
も
新
し
い
記
事
は
、
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
の
静
爾
師
の
叙
勲
の
記

事
だ
っ
た
。
ま
た
、
静
爾
師
が
委
員
長
と
し
て
編
さ
ん
し
た
『
南
陽
町
誌
』
（
一
九
六
四
）

中
の
葆
晃
の
評
伝
の
た
め
の
三
種
類
の
草
稿
が
保
存
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
も
見
せ
て
い

た
だ
い
た
。
ひ
と
つ
は
、
筆
で
『
仏
教
大
辞
彙
』
の
本
文
の
平
仮
名
を
片
仮
名
に
変
え
て
清

書
し
て
、
そ
こ
に
万
年
筆
で
細
か
く
追
記
し
た
も
の
、
い
ま
ひ
と
つ
は
、
そ
の
両
方
を
、
日

記
の
用
紙
に
書
き
下
し
た
も
の
、
そ
し
て
最
後
は
、
罫
紙
に
清
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ

か
す
べ
て
が
〝
真
宗
大
辞
彙
〟
か
ら
の
抜
粋
と
さ
れ
て
い
た
が
、
『
仏
教
大
辞
彙
』
の
誤
記

か
と
思
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
下
書
き
に
は
、
上
記
の
「
系
図
」
で
は
割
愛
さ
れ
た
記
事
が
あ

る
の
で
、
ま
ず
は
、
草
稿
か
ら
紹
介
し
た
い
。

　

そ
の
中
で
、
善
宗
寺
の
第
一
六
世
住
職
で
あ
っ
た
葆
晃
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
や
は
り

『
仏
教
大
辞
彙
』
の
記
述
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
い
く
つ
か
の
追
補
と

訂
正
が
あ
り
、
と
く
に
大
き
な
違
い
は
、
葆
晃
の
享
年
が
八
四
歳
で
は
な
く
、
六
四
歳
と
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な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
『
南
陽
町
史
』
の
た
め
の
草
稿
の
一
番
古
い
も
の
と
思
わ
れ
る
香
川
葆
晃
の

事
績
を
和
紙
に
毛
筆
で
書
い
た
も
の
の
冒
頭
を
見
る
と
、
小
さ
く
添
え
書
き
で
「
天
保
九

［
一
八
三
七
］
年
正
月
生
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
後
の
原
稿
や
系

図
そ
の
も
の
の
最
終
版
に
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
に
従
う
な
ら
ば
、
葆
晃
が

没
し
た
と
き
の
年
齢
は
数
え
年
六
一
歳
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

以
下
は
、
『
仏
教
大
辞
彙
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　
　

一
夕
旗
亭
に
於
て
幕
吏
と
議
論
し
雨
中
吏
の
為
に
二
階
よ
り
庭
上
に
擲
下
さ
れ
て
尚

ほ
腕
力
に
は
屈
す
る
も
議
論
に
は
屈
せ
ず
と
傲
語
し
雨
に
打
た
れ
つ
ゝ
動
か
ざ
り
し
と
。

･･････

　
　

か
く
て
萩
に
入
る
や
幕
府
の
間
諜
な
り
と
怪
し
ま
れ
て
又
野
山
の
獄
に
つ
な
が
る
。
晃

は
獄
中
に
て
写
本
写
経
に
日
を
送
り
史
記
を
読
む
こ
と
三
度
に
及
ぶ
と
。
か
く
一
両
年
の

在
牢
の
間
に
嫌
疑
も
晴
れ
そ
の
人
物
を
も
認
め
ら
れ
明
治
元
年
二
月
藩
の
勧
め
に
よ
り
善

宗
寺
を
嗣
ぐ
。･･････

　
　

こ
の
頃
王
政
維
新
と
尊
王
論
に
便
乗
し
て
寺
門
の
支
配
よ
り
（
明
治
元
年
二
月
僧
侶
の

諸
神
社
の
社
務
に
服
す
る
こ
と
を
禁
止
す
。
明
治
二
年
十
一
月
寺
院
整
理
令
公
布
）
離
脱

す
る
こ
と
を
得
た
る
神
道
家
は
時
こ
そ
来
た
れ
と
廃
仏
毀
釈
の
運
動
を
起
こ
し　

政
府
を

動
か
し
て
仏
教
圧
迫
に
乗
り
出
し　

先
づ
神
道
を
国
教
の
如
く
取
り
扱
は
し
め　

僧
侶
を

神
職
の
下
風
に
立
た
せ
て　

神
に
奉
仕
せ
し
め　

拍
手
を
習
は
し
む
る
に
至
れ
り
。
か
く

て
こ
の
波
紋
は
全
国
に
拡
が
り　

我
が
徳
山
藩
の
於
て
も
寺
院
併
合
の
議
起
り　

藩
内
の

寺
院
を
全
部
徳
山
岐
山
［
き
さ
ん
］
々
麓
に
移
転
を
命
じ　

そ
の
第
一
着
手
と
し
て
藩
内

最
大
の
伽
藍
な
り
し
善
宗
寺
本
堂
を
大
寂
浄
院
と
称
せ
し
め　

是
を
本
坊
と
し
て
そ
の
両

側
に
諸
寺
院
を
併
置
し　

寺
町
を
造
る
計
画
の
下
に
そ
の
移
転
を
命
じ
た
り
。･･････

　
　

明
治
元
年
冬　

葆
晃
は
鉄
然
、
黙
雷
、
連
城
等
と
共
に
東
京
に
赴
き　

各
宗
代
表
と
共

に
時
の
要
路
に
迫
っ
て
廃
仏
毀
釈
の
運
動
の
暴
挙
た
る
を
詰
り
そ
の
謬
見
を
正
し　

説
得

尽
力
す
る
こ
と
数
ヶ
月　

遂
に
政
府
を
し
て
明
治
五
年
神
祇
省
を
廃
し　

教
部
省
を
置
き

　

神
仏
分
離
し
互
い
に
相
侵
す
こ
と
な
か
ら
し
む
る
と
共
に　

教
導
職
と
し
て
相
携
え
て

社
会
教
化
に
努
る
こ
と
ゝ
な
り
し
も
（
こ
の
間
晃
は
中
教
院
少
教
正
管
事
に
任
ぜ
ら
る
）

仝
八
年
四
月
に
至
る
や
神
佛
合
同
布
教
を
止
め
同
十
月
教
部
省
を
廃
止
し
教
導
職
は
政
府

の
干
渉
を
離
れ
て
自
由
に
教
化
に
従
事
す
る
こ
と
ゝ
な
れ
り
。
（
ち
な
み
に
善
宗
寺
本
堂

は
解
体
の
岐
山
々
麓
に
堆
積
し
て
風
雨
に
晒
さ
る
る
こ
と
三
、
五
年
、
漸
く
富
田
に
引
戻

さ
れ
て
再
建
に
着
手
し
て
明
治
十
一
年
漸
く
再
建
の
工
を
終
へ
た
り
）･･････

　
　

「
大
学
林
総
理
を
任
命
さ
れ
る
や
、
大
学
林
の
黌
舎
の
改
築
を
企
画
し
、
当
時
と
し
て

初
め
て
見
る
英
国
式
の
白
亜
の
建
物
が
京
都
に
出
現
し
、
「
東
に
慶
応
あ
り
、
西
に
大
学

林
あ
り
」
と
喧
伝
せ
ら
れ
し
と
云
ふ
。･･････

　
　

恰
も
此
時
明
治
天
皇
京
都
に
駐
輦
せ
ら
れ
し
機
会
に
内
秘
侍
医
橋
本
軍
医
総
監
［
橋
本

綱
常
、
一
八
四
五
〜
一
九
〇
九
］
に
懇
請
し
て
晃
の
診
療
を
委
嘱
せ
ら
れ
し
等
又
以
て
宗

主
の
親
任
の
厚
か
り
し
を
察
せ
ら
る
。
晃
又
詩
書
を
善
く
し
緇
渓
又
夢
影
と
号
し
警
世
子

と
も
称
し
屡
々
宗
主
の
作
詩
の
批
正
を
嘱
せ
ら
れ
た
り
と
云
ふ
。

　

こ
れ
ら
の
草
稿
を
も
と
に
し
た
系
図
に
は
、
草
稿
に
な
い
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、

野
山
獄
へ
の
入
牢
の
期
間
が
、
「
一
両
年
」
で
は
な
く
、
「
両
三
年
」
に
延
び
て
い
る
。
そ

れ
以
外
に
も
系
図
で
あ
る
か
ら
家
族
の
こ
と
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。
善
宗
寺
第
一
五
世
住
職

円
順
（
生
没
年
不
詳
、
体
が
弱
く
四
〇
歳
ほ
ど
で
死
去
）
の
妻
で
、
天
保
九
（
一
八
三
七
）

年
生
ま
れ
の
綾
と
結
婚
。
こ
の
と
き
善
宗
寺
に
は
円
順
の
側
室
（
萩
出
身
）
の
子
で
、
の
ち

に
善
宗
寺
第
一
七
世
と
な
る
則
麿
が
い
た
。
則
麿
は
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
一
二
月
生
ま

れ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
数
え
で
九
歳
で
あ
る
。
明
治
五
年
に
葆
晃
と
綾
と
の
間
に
卓
爾
が

生
ま
れ
た
が
、
則
麿
が
学
ん
だ
の
と
同
じ
豊
前
遠
崎
の
東
洋
師
学
寮
で
勉
学
中
に
明
治
二
九

年
、
二
四
歳
で
溺
死
し
た
と
記
し
て
い
る
。
系
図
に
は
載
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
下
書
き
に

は
、
卓
爾
の
前
に
「
某
」
、
則
麿
の
前
に
も
「
某
」
と
書
い
て
あ
る
の
で
、
ど
ち
ら
に
も

早
逝
し
た
兄
か
姉
が
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
系
図
の
最
後
の
行
に
、
「
晃　

有
側
室　

ヨ
ネ　

一
男
三
女　

テ
イ　

ヒ
デ
コ　

宗
一　

ヒ
サ
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
二
女
の
ヒ
デ
コ

［
本
人
は
秀
子
と
書
い
て
い
た
］
が
、
安
渓
遊
地
の
母
の
母
に
あ
た
る
。
三
女
で
神
奈
川
県

に
住
ん
で
い
た
讃
井
久
か
ら
香
川
静
爾
あ
て
に
、
系
図
調
べ
に
協
力
す
る
た
め
に
古
い
戸
籍

謄
本
を
送
っ
た
手
紙
も
保
存
さ
れ
て
い
た
。

　

葆
晃
は
、
ほ
と
ん
ど
山
口
の
善
宗
寺
に
は
も
ど
ら
ず
、
廃
仏
毀
釈
と
の
戦
い
を
は
じ
め
と

し
て
本
山
で
の
仕
事
に
多
忙
を
き
わ
め
た
。
そ
ん
な
葆
晃
の
京
都
で
の
生
活
を
支
え
た
女
性

が
ヨ
ネ
で
あ
っ
た
。
戸
籍
に
よ
れ
ば
、
ヨ
子
（
ヨ
ネ
）
は
安
政
三
［
一
八
五
六
］
年
八
月
晦

日
生
ま
れ
。
葆
晃
の
「
妾
」
と
し
て
入
籍
し
た
の
は
明
治
一
一
［
一
八
七
八
］
年
一
月
一
二

日
、
ヨ
ネ
は
二
三
歳
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
こ
ろ
長
女
テ
イ
が
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
（
後
述
）
。
し
か
し
、
葆
晃
の
死
亡
後
に
つ
く
ら
れ
た
戸
籍
に
は
、
す
で
に
テ
イ
の
名
は
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な
い
。
そ
の
次
の
、
遊
地
の
祖
母
で
あ
る
ヒ
デ
コ
は
一
〇
年
以
上
の
時
を
お
い
て
明
治
二
三

年
三
月
に
、
宗
一
は
明
治
二
四
年
八
月
、
そ
し
て
ヒ
サ
は
明
治
二
六
年
一
一
月
に
誕
生
し
て

い
る
。
葆
晃
が
亡
く
な
っ
た
明
治
三
一
年
一
〇
月
に
は
、
三
人
と
も
ま
だ
幼
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

ま
た
、
善
宗
寺
に
は
、
葆
晃
自
身
が
、
牢
獄
に
あ
っ
た
時
の
こ
と
を
語
っ
た
と
い
う
証
言

が
書
き
つ
け
ら
れ
た
冊
子
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
安
居
で
の
講
義
の
原
稿
を
綴
じ
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
表
と
裏
の
表
紙
に
、
以
下
の
よ
う
な
毛
筆
の
文
章
が
あ
る
。
た
だ
し
、
入
牢

の
時
期
や
場
所
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
「
御
維
新
前
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

脱
獄
者
が
こ
の
よ
う
な
冊
子
を
持
ち
出
す
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
京
都
の
六
角
獄

舎
で
は
な
く
、
釈
放
さ
れ
た
萩
の
野
山
獄
中
で
書
い
た
も
の
と
推
定
し
て
お
く
。

 

　

表
紙
「
此
は
拙
者
が
牢
中
に
て
書
き
し
も
の
君
に
付
与
と
て
香
川
師
が
円
観
老
に
手
渡

し
た
る
も
の
な
り　

他
冊
は
紛
失　

惜
が
な
り
と
云
ふ
て
余
に
譲
る　

蓮
光
寺
住
職　

桂

宗
謙　

昭
和
三
年
明
治
節
」

　
　

背
表
紙
「
此
の
冊
子
は
昭
和
三
年
明
治
節
に
林
円
観
老
師
持
参
し
て
余
に
与
ふ　

是
は

香
川
葆
光
師
御
維
新
前
入
牢
の
時
牢
中
に
て
記
せ
し
を
円
観
我
が
直
に
拝
受
し
た
り
と
云

ふ

　
　

二
伸　

円
観
は
高
森
町
［
現
在
の
岩
国
市
周
東
町
］
明
専
寺
前
住
職
当
年
八
十
八
ヵ

九
ヵ　

昭
和
十
一
年
九
月
十
七
日
」

　

島
地
黙
雷
に
つ
い
て
の
評
伝
を
著
し
た
村
上
護
は
、
香
川
葆
晃
の
京
都
六
角
獄
舎
か
ら
の

脱
獄
は
、
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
七
月
の
禁
門
の
変
の
ど
さ
く
さ
に
紛
れ
て
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
書
い
た
が
、
特
段
の
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
（
村
上
、
二
〇
一
一
、
一
二
〇

頁
）
。
こ
の
時
、
長
州
藩
の
急
進
派
の
久
坂
玄
瑞
ら
に
率
い
ら
れ
た
緒
隊
が
挙
兵
し
て
破
れ
、

久
坂
も
自
害
す
る
。
み
ず
か
ら
藩
邸
に
火
を
放
っ
た
長
州
藩
邸
の
侍
た
ち
は
、
西
本
願
寺
に

逃
げ
込
ん
だ
。
京
都
の
二
万
七
五
〇
〇
戸
が
焼
失
す
る
大
火
の
迫
る
中
で
、
前
年
一
〇
月
の

生
野
事
件
（
後
述
）
で
六
角
獄
舎
に
入
牢
し
て
い
た
平
野
国
臣
（
く
に
お
み
）
ら
三
三
名
の

未
決
囚
が
斬
り
殺
さ
れ
た
。

　

京
都
の
六
角
獄
舎
を
脱
獄
し
て
萩
に
逃
れ
た
葆
晃
は
、
長
州
藩
士
に
よ
っ
て
幕
府
の
密
偵

の
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
野
山
獄
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
善
宗
寺
第
一
八
世
住
職
だ
っ

た
香
川
静
爾
は
書
い
た
。
そ
し
て
「
葆
晃
の
以
後
の
行
動
は
詳
ら
か
で
な
い
。
や
が
て
黙

雷
と
は
盟
友
に
な
る
わ
け
だ
が
、
ど
ん
な
事
情
で
出
獄
し
た
か
分
か
ら
な
い
」
と
村
上

（
二
〇
一
一
、
一
二
〇
頁
）
は
書
い
て
い
る
。

三
、
新
潟
県
上
越
市
の
真
照
寺
訪
問
・
葆
晃
の
甥
は
高
嶋
米
峰

　

生
年
や
入
牢
の
時
期
と
期
間
な
ど
、
解
決
で
き
な
か
っ
た
疑
問
を
残
し
て
、
二
〇
〇
九
年

三
月
、
葆
晃
が
生
れ
た
新
潟
県
上
越
市
竹
直
の
真
照
寺
へ
向
か
っ
た
。
一
面
に
水
田
が
広
が

る
中
に
美
し
い
独
立
峰
の
米
山
が
横
た
わ
る
景
勝
の
地
に
寺
は
あ
る
。
高
齢
の
住
職
の
高
嶋

正
士
師
と
奥
様
が
暖
か
く
迎
え
て
下
さ
っ
た
。
以
下
は
、
高
嶋
師
の
お
話
と
い
た
だ
い
た
資

料
の
内
容
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
真
照
寺
の
沿
革
に
は
、
葆
晃
の
享
年
は
六
一
歳
と
印
刷
さ
れ
て
い
た
（
高
嶋
、

一
九
七
九
、
三
九
頁
）
。
こ
れ
が
数
え
年
な
ら
、
善
宗
寺
の
系
図
下
書
き
の
「
天
保
九
年

生
」
と
合
致
し
て
い
る
。

　

明
治
始
め
に
こ
の
寺
の
住
職
と
な
っ
て
い
た
高
嶋
宗
明
は
、
米
山
か
ら
妙
高
山
の
間
で
は

並
ぶ
者
の
な
い
高
僧
と
し
て
聞
こ
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
葆
晃
は
そ
の
弟
で
あ
っ
た
。
明
治

八
（
一
八
七
五
）
年
、
宗
明
六
四
歳
の
時
に
生
ま
れ
た
初
め
て
の
男
の
子
が
い
て
、
大
円
と

名
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
子
が
九
歳
に
な
っ
た
明
治
一
六
年
、
本
山
の
巡
教
使
と
し
て
新
潟
県

に
出
張
し
て
き
た
弟
の
葆
晃
に
対
し
て
、
宗
明
は
こ
の
大
円
を
京
都
に
連
れ
帰
っ
て
り
っ
ぱ

な
坊
主
に
し
て
く
れ
、
と
頼
ん
だ
。
こ
の
子
が
葆
晃
の
家
で
一
七
歳
ま
で
成
長
し
、
の
ち
に

新
仏
教
運
動
を
展
開
し
東
洋
大
学
学
長
も
つ
と
め
た
高
嶋
米
峰
（
一
八
七
五
〜
一
九
四
九
）

と
な
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
い
た
だ
い
た
『
高
嶋
米
峰
小
誌
』
か
ら
抜
粋
す
る
。

　
　

米
峰
は
、
京
都
新
町
通
り
の
香
川
葆
晃
の
家
か
ら
文
学
寮
（
後
の
龍
谷
大
学
）
に
通
学

し
て
い
た
が
、
夕
方
香
川
家
の
幼
児
を
抱
い
て
、
よ
く
文
学
寮
々
舎
の
門
前
に
来
て
、
そ

こ
に
集
合
し
た
大
学
生
た
ち
と
歯
切
れ
の
よ
い
弁
舌
を
も
っ
て
議
論
を
し
て
い
た
。
…
…

「
あ
の
こ
ろ
は
実
に
辛
か
っ
た
！
」
と
後
に
米
峰
は
自
分
の
青
春
の
み
じ
め
さ
を
語
っ
た

が
、
実
際
京
都
に
移
っ
て
か
ら
の
辛
苦
は
非
常
な
も
の
で
、
お
ち
お
ち
物
を
食
べ
た
こ
と

さ
え
な
か
っ
た
。
叔
父
葆
晃
の
夫
人
は
後
韓
国
統
監
に
な
っ
た
曾
禰
荒
助
の
姉
で
非
常
な

や
か
ま
し
い
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
夜
勉
強
し
て
い
て
も
「
大
円
さ
ん
、
い
つ
ま

で
も
あ
か
り
を
つ
け
て
起
き
て
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
は
や
く
寝
な
さ
い
」
と
厳
命
す
る

（
高
嶋
、
一
九
七
五
、
六
〜
七
頁
）
。
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こ
こ
に
登
場
す
る
「
非
常
な
や
か
ま
し
い
人
」
と
い
う
の
は
、
毛
利
家
の
武
道
に
た
け
た

「
側
室
ヨ
ネ
」
に
違
い
な
い
。
曾
禰
（
そ
ね
）
荒
助
は
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
に
長
州

藩
家
老
職
の
宍
戸
潤
平
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
後
は
日
露
戦
争
時
の
大
蔵

大
臣
な
ど
を
歴
任
し
て
、
一
九
〇
九
年
か
ら
一
〇
年
ま
で
第
二
代
韓
国
統
監
（
正
式
名
称

は
単
に
「
統
監
」
）
を
つ
と
め
、
そ
の
年
病
没
し
て
い
る
。
前
任
は
伊
藤
博
文
、
後
任
は
山

口
県
立
大
学
の
あ
る
山
口
市
宮
野
ゆ
か
り
の
寺
内
正
毅
（
一
八
五
二
〜
一
九
一
九
）
だ
っ
た

（
井
竿
、
二
〇
一
一
、
一
六
四
頁
）
。
ヨ
ネ
が
前
述
の
よ
う
に
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
生

ま
れ
で
あ
る
か
ら
に
は
、
文
中
、
曾
禰
荒
助
の
「
姉
」
は
「
妹
」
の
錯
誤
で
あ
ろ
う
。
厳
命

す
る
こ
と
ば
「
は
や
く
寝
な
さ
い
」
は
、
お
そ
ら
く
米
峰
の
翻
訳
で
、
遊
地
の
母
・
芙
美
子

（
大
正
一
三
年
当
時
五
歳
）
の
耳
に
残
る
ヨ
ネ
（
当
時
六
八
歳
）
の
口
癖
は
「
早
う
、
ぎ
ょ

し
な
さ
れ
い
」
だ
っ
た
。

　

以
下
は
、
芙
美
子
が
脳
腫
瘍
で
な
く
な
る
半
年
前
に
書
き
あ
げ
た
手
記
「
記
憶
の
あ
る
う

ち
に
」
の
中
の
祖
母
ヨ
ネ
の
思
い
出
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
「
お
や
め
な
さ
れ
！　

そ
れ
は

人
の
首
を
切
る
時
の
音
じ
ゃ
」
と
ヨ
ネ
が
言
っ
た
と
芙
美
子
は
繰
り
返
し
語
っ
て
い
た
。

　
　

祖
母
の
家
は
毛
利
の
次
席
家
老
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
一
番
心
に
残
る
こ
と

は
次
の
様
な
話
。
或
日
、
祖
母
が
庭
に
面
し
た
小
部
屋
で
お
習
字
を
し
て
い
る
と
、
突
然

庭
で
バ
シ
ッ
と
い
う
鋭
い
音
が
聞
こ
え
、
思
わ
ず
立
ち
上
が
り
障
子
を
開
け
て
み
る
と
、

寅
次
と
い
わ
れ
て
い
た
中
間
の
首
が
コ
ロ
リ
と
庭
の
苔
の
上
に
転
が
り
、
父
親
が
刀
の
抜

身
を
右
手
に
下
げ
「
見
る
で
な
い
！
」
と
怒
声
を
あ
げ
た
の
で
祖
母
は
驚
き
一
計
駆
け
て

台
所
に
行
き
、
泣
き
な
が
ら
母
に
縋
り
つ
く
と
、
母
親
は
優
し
く
祖
母
の
背
を
撫
で
「
理

助
は
打
首
に
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
わ
れ
た
。
お
婆
様
は
打
た
れ
た
の
が
理
助
か
正

衛
門
か
見
分
け
る
暇
も
な
く
駆
け
込
ん
だ
の
で
、
母
親
へ
の
返
事
は
出
来
な
か
っ
た
と
の

事
で
あ
る
。
後
々
の
話
で
あ
る
が
理
助
と
い
う
中
間
は
父
の
気
に
入
り
だ
っ
た
が
、
幾
度

も
金
銭
を
誤
魔
化
し
、
そ
の
上
女
中
を
手
当
り
次
第
孕
ま
せ
る
悪
党
だ
っ
た
の
で
、
祖
母

の
父
の
勘
気
に
触
れ
、
打
ち
首
に
さ
れ
た
と
の
事
だ
っ
た
（
安
渓
芙
美
子
、
一
九
九
九
）
。

　

晩
年
を
葆
晃
ゆ
か
り
の
西
本
願
寺
の
近
く
で
過
ご
し
た
ヨ
ネ
は
こ
の
あ
と
ま
も
な
い
昭
和

二
（
一
九
二
七
）
年
一
月
二
五
日
、
宇
治
の
五
ヶ
庄
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

四
、
慶
応
元
年
九
月
『
奇
兵
隊
日
記
』
中
の
宗
淵
と
葆
光
の
密
偵
報
告

　

幕
末
か
ら
戊
辰
戦
争
に
い
た
る
ま
で
の
長
州
藩
の
緒
隊
の
記
録
を
集
成
し
た
『
奇
兵
隊
日

記
』
（
田
村
哲
夫
校
訂
、
一
九
九
八
）
は
、
刊
本
で
本
文
二
〇
〇
〇
頁
近
く
あ
る
の
だ
が
、

下
巻
の
「
叢
書
第
二
」
の
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
九
月
の
記
録
に
、
「
宗
淵　

葆
光　

謹

白
」
と
い
う
文
字
が
あ
る
。
刊
本
の
三
〇
四
か
ら
三
一
〇
ペ
ー
ジ
ま
で
が
本
報
告
で
、
そ
の

あ
と
三
一
九
ペ
ー
ジ
ま
で
追
加
の
報
告
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
同
年
八
月
に
再
度

の
密
偵
と
し
て
収
集
し
た
資
料
と
、
同
年
二
月
に
遡
る
、
伝
聞
資
料
に
よ
る
情
勢
の
報
告
で

あ
る
。

　

報
告
は
「
覚
書　

去
七
月
廿
五
日
再
度
上
京
儀
蒙
命
即
日
発
途
、
八
月
八
日
着
坂
」

で
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
各
藩
の
軍
備
の
整
え
ぶ
り
を
報
告
す
る
。 

　

「
一　

幕
府
を
始
メ
諸
藩
よ
り
間
偵
之
者
二
州
へ
続
々
相
遣
ハ
シ
候
由
」
と
防
長
二
州
に

送
り
込
ま
れ
た
密
偵
の
う
ち
、
土
佐
藩
の
密
偵
が
京
都
山
崎
で
捕
ら
え
ら
れ
た
と
い
う
情

報
で
あ
る
。
そ
の
次
は
東
本
願
寺
が
兵
を
出
し
て
幕
府
に
協
力
し
よ
う
と
申
し
出
た
が
断

ら
れ
た
こ
と
、
奇
兵
隊
第
三
代
総
管
で
、
月
性
に
も
師
事
し
た
悲
運
の
リ
ー
ダ
ー
赤
禰
武

人
（
一
八
三
八
〜
一
八
六
六
）
が
久
留
米
藩
士
・
淵
上
郁
太
郎
（
一
八
三
七
〜
一
八
六
七
）

と
と
も
に
、
四
月
に
浪
華
で
捕
ま
っ
た
こ
と
、
刑
場
で
梟
首
さ
れ
た
者
た
ち
の
氏
名
と
年

齢
、
前
年
（
禁
門
の
変
の
さ
な
か
に
）
興
正
寺
で
捕
ら
え
ら
れ
た
金
剛
隊
の
僧
五
人
と
そ
の

従
者
一
人
は
、
寺
か
ら
い
ろ
い
ろ
お
願
い
し
て
も
釈
放
さ
れ
ず
、
一
人
は
獄
死
し
た
こ
と
な

ど
、
「
京
坂
潜
伏
中
見
聞
之
分
奉
申
上
候
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
前
年
の
禁
門
の
変
に
よ
っ
て
「
朝
敵
」
と
さ
れ
た
長
州
藩
に
と
っ
て
の
軍

事
上
重
要
な
情
報
を
中
心
に
、
東
本
願
寺
の
情
勢
や
、
金
剛
隊
の
こ
と
な
ど
、
僧
な
ら
で
は

の
情
報
も
収
集
し
て
い
る
。
こ
の
「
葆
光
」
が
の
ち
の
香
川
葆
晃
を
指
す
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違

い
な
い
。
「
葆
光
」
は
、
葆
晃
と
は
少
し
字
が
違
う
が
、
前
述
の
牢
中
で
の
筆
記
録
の
扉
書

に
「
香
川
葆
光
師
」
と
書
か
れ
て
い
た
よ
う
に
、
通
用
す
る
表
記
と
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

宗
淵
（
し
ゅ
う
え
ん
）
は
、
葆
光
と
同
じ
く
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
で
あ
ろ
う
が
、
こ

こ
で
は
ま
だ
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
。

　

報
告
は
「
ま
た
ま
た
新
撰
組
浪
士
が
［
西
］
本
願
寺
に
や
っ
て
き
て
、
何
か
の
嫌
疑
が
あ

る
と
称
し
て
八
月
一
九
日
に
本
山
の
家
来
で
あ
る
平
井
嘉
平
治
と
い
う
者
を
逮
捕
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
…
…
我
々
の
こ
と
も
自
然
に
発
覚
す
る
か
も
し
れ
な
い
情
勢
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
や
む
を
得
ず
八
月
二
六
日
に
京
都
を
出
て
二
八
日
に
浪
華
を
解
纜
［
船
出
］
し
ま
し

た
。
」
で
結
ば
れ
て
い
る
。
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『
奇
兵
隊
日
記
』
の
人
名
索
引
を
見
る
と
、
「
宗
淵
（
一
坂
は
「
そ
う
え
ん
」
と
読
ん
で

い
る
）
」
あ
る
い
は
「
葆
光
」
は
、
こ
の
記
事
で
一
回
だ
け
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
（
一
坂
、

一
九
九
九
）
。
「
再
度
」
の
上
京
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
以
前
に
も
二
人
の
密
偵
と
し
て
の
報

告
書
は
提
出
さ
れ
た
は
ず
だ
が
、
『
奇
兵
隊
日
記
』
の
中
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

五
、
慶
応
元
年
一
二
月
『
毛
利
家
文
庫
』
の
中
の
宗
淵
と
大
証
の
嘆
願
書

　

毛
利
家
の
歴
史
記
録
を
書
き
留
め
た
膨
大
な
『
毛
利
家
文
庫
』
が
山
口
県
文
書
館
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
宗
淵
と
大
証
と
い
う
二
人
の
僧
に
よ
る
藩
へ
の
嘆
願
書
の
写
し

が
「
時
事
便
覧
」
七
五
―
一
五
六
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
よ
う
。
大
証
が
香
川

葆
晃
の
幼
名
で
あ
る
こ
と
は
、
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
『
奇
兵
隊
日
記
』
に
収
録
さ
れ
た

密
偵
報
告
書
か
ら
三
ヶ
月
後
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
「
元
ノ
マ
マ
」
な
ど
の
注
書
き
を
残
し
つ
つ
、
毛
利
家
編
纂
所
の
罫
紙

に
写
さ
れ
た
嘆
願
書
の
内
容
を
か
い
つ
ま
ん
で
紹
介
す
る
。
毛
利
氏
が
阿
保
親
王
の
末
で
あ

る
こ
と
や
、
石
山
本
願
寺
と
織
田
信
長
の
戦
い
の
中
で
、
毛
利
輝
元
が
浄
土
真
宗
に
支
援
し

た
歴
史
か
ら
説
き
起
こ
し
て
、
幕
府
の
軍
勢
が
朝
敵
と
な
っ
た
毛
利
藩
に
迫
る
緊
迫
す
る
情

勢
の
中
で
、
廃
仏
毀
釈
に
傾
く
藩
の
中
の
意
見
を
逆
転
さ
せ
、
主
戦
論
へ
導
く
と
い
う
内
容

で
あ
る
。
二
人
の
僧
が
、
単
に
毛
利
藩
の
密
偵
と
し
て
京
坂
の
情
報
収
集
を
し
た
の
で
は
な

か
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
わ
か
る
だ
ろ
う
。
そ
の
内
容
は
、
一
年
四
ヶ
月
前
の
元
治
元
年

八
月
に
防
長
七
百
ヶ
寺
が
興
正
寺
と
西
本
願
寺
を
通
し
て
提
出
し
た
嘆
願
書
が
、
朝
廷
に
毛

利
藩
主
父
子
へ
の
寛
大
な
処
置
を
願
っ
た
（
時
山
、
二
〇
一
五
）
の
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
、

仏
教
寺
院
を
守
り
、
毛
利
藩
を
守
る
と
い
う
目
標
の
は
っ
き
り
し
た
嘆
願
書
で
あ
る
。
宛
先

は
、
「
御
本
殿
御
役
人
衆
中
様
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
嘆
願
書
以
前
か
ら
、
毛
利
藩
内
の
真
宗
門
徒
の
武
装
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
。

大
洲
鉄
然
は
、
高
杉
晋
作
（
一
八
三
九
〜
一
八
六
七
）
が
奇
兵
隊
を
組
織
し
た
文
久
三

（
一
八
六
三
）
年
に
大
坂
堺
の
剣
道
道
場
を
閉
じ
て
長
州
に
戻
り
、
上
関
義
勇
隊
に
入
隊
し

た
も
の
の
こ
れ
に
あ
き
た
ら
ず
、
翌
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
、
諸
隊
の
ひ
と
つ
と
し
て
真

武
隊
を
結
成
。
こ
れ
に
は
、
真
宗
僧
ら
も
多
数
加
わ
っ
た
。
翌
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
に

は
、
真
武
隊
を
再
編
し
て
南
奇
兵
隊
と
名
付
け
、
さ
ら
に
第
二
奇
兵
隊
と
改
名
し
て
鉄
然
は

そ
の
参
謀
と
な
る
。
大
洲
鉄
然
、
島
地
黙
雷
、
赤
松
連
城
ら
真
宗
僧
侶
は
、
こ
の
嘆
願
書
か

ら
三
ヶ
月
後
の
慶
応
二
（
一
八
六
五
）
年
三
月
に
は
萩
の
清
光
寺
に
学
校
を
開
校
し
、
フ
ラ

ン
ス
式
の
軍
事
訓
練
を
開
始
し
た
（
森
川
、
一
九
七
〇
、
野
口
、
二
〇
〇
六
）
。

　
　

こ
の
た
び
、
拙
寺
両
人
は
、
藩
主
宰
相
殿
［
毛
利
敬
親
藩
主
］
の
内
々
の
ご
命
令
を
い

た
だ
き
、
一
身
を
抛
げ
出
し
て
、
京
師
ま
で
潜
入
し
ま
し
た
の
で
、
左
の
よ
う
に
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　

そ
も
そ
も
毛
利
氏
は
、
阿
保
親
王
の
子
孫
で
あ
り
、
陶
や
尼
子
を
滅
ぼ
し
て
十
余
州
を

支
配
し
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
近
年
外
国
船
が
開
港
を
迫
る
よ
う
に
な
っ
て
、
朝
廷
は
攘

夷
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
毛
利
藩
主
父
子
は
、
天
下
に
先
駆
け
て
下
関
で
攘
夷
を
敢
行
し

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
文
久
三
［
一
八
六
三
］
年
八
月
一
八
日
の
政
変
で
毛
利
藩
は
御
所
出

入
り
を
差
し
止
め
ら
れ
、
三
千
余
人
が
藩
に
帰
国
し
ま
し
た
。
京
都
三
条
と
浪
華
の
京
坂

両
屋
敷
の
留
守
居
役
は
、
村
田
次
郎
三
郎
と
宍
戸
九
郎
兵
衛
［
左
馬
之
助
］
が
帰
国
を
命

ぜ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
乃
美
織
江
と
北
条
瀬
兵
衛
が
こ
の
任
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
翌
元
治

元
［
一
八
六
四
］
年
七
月
一
九
日
の
戦
い
［
禁
門
の
変
］
の
た
め
に
朝
敵
の
汚
名
を
着
せ

ら
れ
た
毛
利
藩
を
攻
撃
す
る
た
め
に
芸
州
［
広
島
］
に
官
軍
が
押
し
寄
せ
た
た
め
、
毛
利

藩
で
は
三
人
の
家
老
を
切
腹
さ
せ
て
恭
順
の
意
を
示
し
た
も
の
の
、
引
き
続
き
官
軍
の
包

囲
は
強
ま
る
ば
か
り
。

　
　

思
え
ば
石
山
の
役
で
本
願
寺
が
信
長
の
軍
勢
に
包
囲
さ
れ
た
時
、
河
口
の
鉄
鎖
の
た

め
に
あ
わ
や
落
城
と
い
う
危
機
に
、
天
樹
院
毛
利
輝
元
公
が
三
百
艘
の
軍
船
を
派
遣
し

て
、
兵
糧
を
お
届
け
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
日
本
外
史
な
ど
の
歴
史
書
に
も
詳
し
く
は
書
か

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
石
山
か
ら
は
ほ
ど
な
く
六
百
艘
を
お
返
し
申
し
上
げ
た
こ
と
は
、
籠

城
の
記
録
に
も
詳
し
く
載
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
関
ケ
原
の
役
で
、
賊
将
石
田
三
成
の

計
略
に
よ
っ
て
、
毛
利
元
就
洞
春
公
が
大
敗
さ
れ
た
時
、
充
満
す
る
敵
兵
の
中
、
興
正
寺

に
潜
伏
さ
れ
剃
髪
し
て
宗
瑞
と
名
乗
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
毛
利
氏
は
浄
土
真
宗
と

契
約
さ
れ
る
は
ず
で
し
た
が
、
徳
川
氏
か
ら
の
十
万
石
以
上
の
大
名
は
浄
土
真
宗
に
帰
依

し
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
布
告
の
た
め
に
、
や
む
な
く
、
萩
の
城
内
の
清
光
院
を
閉
じ
て
城

下
に
あ
ら
た
に
清
光
院
を
開
か
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
そ
の
末
寺
が
長
防
二
州
に
お
よ
そ

八
百
ヶ
寺
を
数
え
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
　

近
年
攘
夷
と
騒
擾
の
激
し
く
な
る
中
で
、
僧
侶
な
ど
は
天
下
の
遊
民
で
あ
り
国
の
害
虫

の
よ
う
な
も
の
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
書
を
読
む
藩
士
の
高
杉
、
久
坂
、
桂
ら
は

仏
寺
の
破
壊
と
神
道
の
復
古
で
藩
論
を
統
一
し
よ
う
と
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
子
の
歳

［
文
久
四
年
、
一
八
六
三
年
］
の
正
月
に
は
、
そ
の
こ
と
を
国
［
毛
利
藩
］
中
に
布
告
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
我
ら
は
神
速
で
こ
の
布
告
を
携
え
て
上
京
し
、
同
志
の
僧

［
佐
田
］
介
石
に
事
情
を
話
し
て
許
諾
を
取
り
付
け
、
［
改
元
し
て
元
治
元
年
］
七
月
末
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に
三
条
邸
へ
莫
大
な
進
物
を
贈
っ
て
善
処
を
依
頼
し
ま
し
た
。
西
本
願
寺
の
御
門
主
様
は
、

直
ち
に
問
い
合
わ
せ
の
使
僧
を
三
条
邸
に
差
し
向
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
［
同
年
七
月
］

一
九
日
の
［
禁
門
の
変
］
の
変
動
は
、
痛
恨
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
［
い
わ
ゆ
る
七
卿
落

ち
の
］
五
卿
が
御
所
か
ら
禁
足
を
受
け
た
折
に
は
、
莫
大
の
黄
金
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を

感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
我
ら
は
、
天
龍
寺
と
宝
積
寺
に
集
結
し
た
先
程
の
過
激
の
三
魁
ら
の

こ
と
や
、
［
禁
門
の
変
の
］
変
動
の
折
に
は
織
江
以
下
三
十
人
余
の
毛
利
藩
士
を
西
本
願

寺
に
潜
伏
さ
せ
、
九
死
に
一
生
を
得
て
帰
国
さ
せ
る
手
筈
を
し
た
こ
と
ま
で
詳
し
く
申
し

上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
で
廃
仏
の
動
き
は
沙
汰
や
み
と
な
り
、
同
年
四
月
に
は
そ
の
こ
と
が

藩
内
に
布
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

そ
の
結
果
、
毛
利
藩
内
の
慷
慨
の
有
志
の
人
心
を
ま
と
め
る
に
は
、
龍
谷
の
宗
教
に
如

か
ず
と
決
議
さ
れ
、
［
金
山
］
仏
乗
と
［
大
洲
］
鉄
然
の
両
人
に
、
忠
孝
説
話
と
尊
王
攘

夷
の
大
義
に
つ
い
て
藩
内
で
説
教
を
す
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
幕

軍
が
迫
り
す
で
に
戦
闘
も
開
始
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
真
宗
門
徒
は
、
真
俗
二
諦
の

理
に
従
っ
て
、
立
ち
上
が
る
準
備
は
で
き
て
お
り
ま
す
。
甚
だ
僭
越
な
が
ら
、
藩
主
父
子

に
お
か
れ
て
は
、
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
虎
子
を
得
ず
の
た
と
え
の
通
り
、
幕
府
と
実
戦
の

決
議
を
お
願
い
し
た
い
。
幕
軍
は
数
万
で
、
わ
が
藩
は
少
人
数
で
は
あ
っ
て
も
、
勝
敗
は

離
間
［
団
結
力
が
な
い
こ
と
］
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
条
件
で
の
講
和
を

受
け
入
れ
た
と
し
て
も
、
た
ち
ま
ち
反
故
に
さ
れ
て
毛
利
藩
の
滅
亡
の
命
日
を
迎
え
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
石
山
本
願
寺
を
信
長
が
大
軍
で
遠
巻
き
に
し
た
狼
藉
を
絶
た
れ
た
三
百
年

前
の
こ
と
を
現
在
か
ら
お
考
え
い
た
だ
き
、
手
を
束
ね
て
時
を
待
つ
こ
と
の
な
い
よ
う
、

八
百
ヶ
寺
の
真
宗
門
徒
は
、
万
死
を
冒
し
て
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

六
、
慶
応
三
年
一
〇
月
『
毛
利
家
文
庫
』
の
中
の
宗
淵
と
葆
光

　

毛
利
家
文
庫
の
中
に
、
小
口
書
に
「
宗
淵
葆
光
」
と
書
か
れ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
の
中
に
、

宗
淵
と
葆
光
の
こ
と
が
書
か
れ
た
二
つ
の
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
紹
介
し

よ
う
。
一
番
目
は
、
密
偵
と
し
て
働
い
て
い
た
越
後
の
葆
光
を
、
慶
応
三
年
四
月
か
ら
野
山

獄
に
入
れ
て
い
た
が
、
聞
き
取
り
の
結
果
、
嫌
疑
が
晴
れ
た
の
で
釈
放
し
、
寺
学
校
で
あ
ず

か
る
こ
と
を
許
す
と
い
う
通
達
で
あ
る
。
二
番
目
は
、
当
時
の
密
偵
の
活
動
ぶ
り
や
脱
線
の

有
り
様
が
生
き
生
き
と
語
ら
れ
た
聞
き
書
き
で
あ
る
。
と
く
に
、
大
坂
の
町
人
が
ど
の
よ
う

に
毛
利
藩
の
密
偵
を
支
援
し
た
か
が
、
貸
付
の
金
額
や
そ
の
工
面
の
方
法
ま
で
含
め
て
語
ら

れ
て
い
る
の
は
貴
重
で
あ
る
。
長
文
で
あ
る
が
全
文
を
も
と
の
文
書
の
見
開
き
ご
と
に
、
原

文
と
現
代
語
訳
に
若
干
の
注
を
つ
け
る
。
な
お
、
解
読
に
あ
た
っ
て
は
、
当
初
は
児
玉
識
先

生
の
、
児
玉
先
生
が
長
逝
さ
れ
て
か
ら
は
、
金
谷
匡
人
先
生
の
全
面
的
な
ご
指
導
を
受
け
た
。

「
宗
淵
・
葆
光
」
［
山
口
県
文
書
館
所
蔵
毛
利
家
文
庫
七
五
―
一
三
四
「
雑
載
」
所
収
］

越
後

葆
光

右
御
内
用
有
之
宗
淵
一
同
上
国
、
被
差
登
置
候
処
、
宗
淵
不
所
行
之
趣
相
聞
、
同
同
［
マ
マ
、

衍
］
類
之
御
不
審
を
以
、
過
る
四
月
於
萩
揚
り
屋
江
被
入
置
候
処
、
此
度
別
紙
聞
取
書
之
趣

ニ
付
而
者
、
各
別
御
不
審
無
之
付
、
揚
り
屋
被
差
出
、
別
紙
願
出
之
三
寺
請
人
と
し
て
、
南

殿
寺
学
校
江
可
被
差
置
哉

本
紙
之
端
に
丁
卯
［
慶
応
三
、
一
八
六
七
］
十
月
廿
七
日
筑
前
殿
申
達
ス
ト
ア
リ

 

越
後

葆
光

　

右
の
者
は
、
藩
の
内
々
の
御
用
が
あ
っ
て
、
宗
淵
と
と
も
に
上
京
さ
せ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ

が
、
宗
淵
の
不
埒
な
所
業
の
様
子
が
聞
こ
え
た
の
で
、
同
類
で
あ
る
と
い
う
御
不
審
が
あ
る

た
め
に
、
去
る
四
月
か
ら
萩
の
［
野
山
獄
内
の
］
揚
り
屋
に
、
入
れ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ

の
た
び
の
別
紙
の
聞
き
取
り
書
の
様
子
で
あ
っ
た
の
で
、
格
別
の
御
不
審
は
な
い
。
だ
か
ら
、

揚
り
屋
か
ら
出
さ
れ
、
別
紙
の
願
い
出
を
し
た
三
つ
の
寺
を
身
請
け
人
と
し
て
、
南
殿
の
寺

学
校
に
住
ま
わ
せ
て
よ
い
。

［
筆
写
し
た
も
と
の
文
書
に
は
］
本
紙
の
端
に
丁
卯
［
慶
応
三
、
一
八
六
七
］
十
月
廿
七
日

筑
前
殿
に
通
知
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

大
坂
江
戸
堀
三
丁
目
年
寄
近
江
屋
文
兵
衛
配
下
の
町
人
八
百
屋
房
吉
母
志
免
申
立
聞
口
書

大
坂
江
戸
堀
三
丁
目
［
長
州
藩
大
坂
蔵
屋
敷
の
西
側
三
丁
ば
か
り
の
所
］
、
町
年
寄
の
近
江

屋
文
兵
衛
の
配
下
の
町
人
・
八
百
屋
房
吉
の
母
志
免
［
し
め
］
の
申
し
た
て
の
聞
き
取
り
書

宗
淵

右
中
川
一
学
変
名
仕
居
候
事

越
後
国
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葆
光

右
佐
々
木
大
証
之
同
断

宗
淵
［
し
ゅ
う
え
ん
］

右
は
中
川
一
学
と
い
う
変
名
を
使
っ
て
い
る
こ
と
。

越
後
国

葆
光
［
ほ
う
こ
う
］

右
は
、
佐
々
木
大
証
と
変
名
。
［
大
証
は
葆
晃
の
幼
名
で
も
あ
る
］

慶
応
元
年
九
月
頃
、
志
免
と
葆
光
の
初
顔
合
わ
せ

一　

宗
淵
殿
儀
ハ
先
年
井
原
主
計
様
一
同
登
坂
相
成
、
志
免
得
意
之
処
、
過
ル
丑
ノ
九
月
頃
、

葆
光
殿
同
道
ニ
而
被
罷
越
、
御
内
用
ヲ
蒙
リ
密
々
登
坂
、
道
頓
堀
ひ
よ
ふ
た
ん
屋
江
滞
宿
之

処
、
会
津
藩
と
同
宿
ニ
相
成
、
身
を
替
し
候
も
の
事
ニ
而
潜
伏
相
頼
、
且
又
同
志
之
柳
道
仙

と
申
長
崎
医
、
近
辺
熊
村
屋
伝
助
方
ニ
滞
留
、
呼
寄
相
成
、
段
々
咄
も
承
り
、
年
来
御
館
入

御
高
恩
ヲ
蒙
リ
候
儀
ニ
付
、
不
及
乍
ら
御
手
伝
仕
度
、
咄
合
い
た
し
、
同
夜
道
仙
は
罷
帰
り
、

両
人
ハ
止
宿
、
翌
暁
よ
り
ハ
柳
谷
之
観
音
寺
江
転
宿
相
成
、

一　

宗
淵
殿
に
つ
い
て
は
、
先
年
に
井
原
主
計
様
と
と
も
に
大
坂
に
登
ら
れ
て
、
志
免
と
は

昵
懇
の
仲
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
去
る
丑
の
年
［
慶
応
元
年
］
の
九
月
頃
、
葆
光
殿
を
引
き
連

れ
て
お
い
で
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
藩
の
内
々
の
御
用
を
命
ぜ
ら
れ
て
内
密
に
大
坂
に
登
り
、

道
頓
堀
の
「
ひ
ょ
ふ
た
ん
屋
［
ひ
ょ
う
た
ん
屋
］
」
に
宿
を
と
っ
て
滞
在
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

会
津
藩
［
の
侍
］
と
同
宿
に
な
っ
て
し
ま
い
、
身
を
替
わ
す
た
め
に
潜
伏
先
を
頼
ま
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
［
同
じ
密
偵
の
］
同
志
で
柳
道
仙
と
い
う
長
崎
の
医
者
が
、
近
く
の
熊
村
屋
伝

助
方
に
滞
在
し
て
い
た
の
で
、
呼
び
寄
せ
て
、
順
次
事
情
を
承
り
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
っ

て
［
長
州
藩
の
］
御
館
に
出
入
り
を
許
さ
れ
る
と
い
う
御
高
恩
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
で
す
か
ら
、
及
ば
ず
な
が
ら
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
話
し
合
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

夜
、
道
仙
は
、
帰
り
、
宗
淵
殿
と
［
葆
光
殿
の
］
二
人
は
、
う
ち
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
翌
朝

の
暁
方
か
ら
は
、
柳
谷
の
観
音
寺
に
宿
を
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
［
柳
谷
観
音
寺
は
、

長
岡
京
で
と
て
も
遠
い
。
現
在
の
天
王
寺
区
下
寺
町
の
柳
谷
観
音
大
阪
別
院
泰
聖
寺
で
あ
ろ

う
か
。
長
州
藩
の
蔵
屋
敷
の
東
南
へ
一
里
以
上
の
距
離
が
あ
る
。
］

慶
応
元
年
一
〇
月
、
宗
淵
離
坂

追
々
志
め
儀
も
罷
越
、
四
五
日
相
立
、
葆
光
殿
ハ
京
都
探
索
之
筈
ニ
付
上
京
相
成
、
宗
淵

殿
・
道
仙
ハ
滞
坂
ニ
而
御
国
江
報
知
之
手
筈
ニ
而
、
京
町
堀
之
橋
本
と
申
寺
子
屋
江
又
々
転

居
、
左
候
処
、
葆
光
殿
よ
り
志
め
方
ま
で
物
音
ニ
相
成
候
付
、
道
仙
事
専
ら
京
・
大
坂
往
来

い
た
し
、
用
弁
相
調
、
宗
淵
殿
・
道
仙
両
人
追
々
御
国
江
下
り
候
儀
も
有
之
、
左
候
処
、
丑

ノ
十
月
頃
火
急
ニ
報
知
有
之
由
ニ
而
、
宗
淵
殿
御
国
江
被
下
候
節
、
葆
光
方
ニ
金
子
差
閊

［
さ
し
つ
ど
い
］
居
候
ニ
付
、
相
渡
置
度
、
無
間
登
り
候
付
、
弐
拾
両
貸
呉
候
様
と
の
事
ニ

付
、
用

志
免
も
た
び
た
び
訪
れ
て
、
四
、
五
日
も
た
っ
た
時
、
葆
光
殿
は
、
京
都
を
探
索
す
る
手
筈

に
な
っ
て
い
た
の
で
、
上
京
さ
れ
ま
し
た
。
宗
淵
殿
と
道
仙
は
、
大
坂
で
、
長
州
へ
情
報
を

伝
え
る
手
筈
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
京
町
堀
［
き
ょ
う
ま
ち
ぼ
り
、
志
免
の
家
か
ら
一

丁
ほ
ど
南
］
の
橋
本
と
い
う
寺
子
屋
へ
ま
た
ま
た
転
居
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
と
こ
ろ

へ
、
葆
光
殿
か
ら
志
免
方
ま
で
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
道
仙
は
も
っ
ぱ
ら
京
都
と
大

坂
の
往
復
を
し
て
、
用
事
を
調
え
ま
し
た
。
宗
淵
殿
と
道
仙
の
両
人
は
、
［
京
都
か
ら
の
情

報
を
受
け
取
り
］
た
び
た
び
長
州
へ
下
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
う
ち
に
、
丑
年

の
十
月
頃
に
、
大
変
急
ぎ
の
お
知
ら
せ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
宗
淵
殿
が
、
長
州
へ
下
ら

れ
る
時
に
、
葆
光
殿
の
方
で
、
お
金
が
足
ら
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
［
宗
淵
殿
が
葆
光
殿

に
］
渡
し
て
お
き
た
い
と
、
［
宗
淵
殿
が
］
ま
も
な
く
上
京
す
る
の
で
、
二
十
両
貸
し
て
ほ

し
い
と
の
こ
と
で
し
た
か
ら
、
［
宗
淵
殿
を
介
し
て
葆
光
殿
に
］
用
立
て
ま
し
た
。

慶
応
元
年
一
一
月
中
旬
、
道
仙
は
大
坂
へ
、
宗
淵
は
備
前
に
留
ま
る

達
候
処
、
其
後
宗
淵
殿
登
坂
隙
取
、
葆
光
殿
よ
り
数
度
聞
合
せ
有
之
、
道
仙
も
度
々
京
都
江

も
罷
越
、
終
ニ
葆
光
殿
大
坂
江
被
下
、
宗
淵
登
り
隙
取
、
金
子
ニ
も
差
閊
、
且
又
報
知
事
も

数
廉
溜
り
候
付
、
道
仙
御
国
江
下
り
候
筈
ニ
、
咄
合
相
成
、
折
柄
富
海
船
居
合
せ
、
船
賃
之

外
御
国
着
岸
之
上
払
方
之
筈
ニ
而
、
道
仙
儀
ハ
出
帆
致
候
、
葆
光
殿
ハ
直
様
上
京
、
其
後

十
一
月
中
旬
、
道
仙
帰
坂
い
た
し
候
処
、
宗
淵
殿
ニ
ハ
御
用
有
之
、
備
前
ま
で
罷
越
、
御
用

済
次
第
登
坂
と
の
手
紙
到
来
、
然
ル
処
其
後
一

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
宗
淵
殿
は
、
な
か
な
か
大
坂
へ
お
出
で
に
な
ら
ず
、
葆
光
殿
か
ら
何
度

か
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
ま
し
た
。
道
仙
も
度
々
京
都
へ
出
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
と
う
と
う
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葆
光
殿
が
大
坂
へ
下
っ
て
こ
ら
れ
て
、
「
宗
淵
が
な
か
な
か
上
京
し
な
い
の
で
、
活
動
資
金

に
事
欠
く
し
、
集
め
た
情
報
も
何
回
分
か
溜
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
で
、
道
仙
が
長
州
へ

下
る
と
い
う
手
筈
に
す
る
こ
と
で
話
し
合
い
が
つ
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
富
海
船
［
飛
船
］

が
居
合
わ
せ
ま
し
た
の
で
、
船
賃
な
ど
は
、
長
州
に
着
岸
し
た
ら
そ
の
時
に
払
う
と
い
う
手

筈
で
、
道
仙
は
出
帆
し
、
葆
光
殿
は
す
ぐ
さ
ま
上
京
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
一
月
中
旬

に
、
道
仙
が
大
坂
に
戻
っ
た
時
、
［
宗
淵
か
ら
］
「
［
自
分
＝
］
宗
淵
は
御
用
が
あ
る
の
で
、

備
前
ま
で
来
て
い
る
が
、
そ
の
御
用
が
済
み
次
第
大
坂
に
戻
る
」
と
い
う
手
紙
が
届
き
ま
し

た
。
し
か
る
に
そ
の
後
い
っ
こ
う
に

慶
応
元
年
一
一
月
末
、
志
免
の
娘
す
へ
金
策
の
た
め
奉
公
へ

向
登
坂
無
之
、
余
程
葆
光
殿
差
閊
之
由
ニ
而
、
在
所
越
後
江
金
弐
百
両
仕
登
せ
之
手
紙
を
調

へ
、
志
め
方
ニ
而
飛
脚
ヲ
雇
ひ
、
右
金
取
帰
せ
候
様
頼
越
相
成
、
心
致
候
得
共
、
遠
路
大
金

を
持
運
び
候
儀
ニ
付
、
相
調
兼
候
付
、
於
京
都
ニ
心
遣
ひ
相
成
候
様
返
事
致
し
候
処
、
其
後

も
宗
淵
殿
登
り
無
之
、
京
都
之
方
難
捨
置
、
金
子
入
用
之
趣
有
之
由
ニ
付
、
志
め
儀
も
色
々

心
配
候
得
共
、
調
達
出
来
兼
、
手
段
ニ
絶
へ
候
処
、
娘
す
へ
事
暫
時
之
間
勤
奉
公
ニ
遣
し
候

ハ
ヾ
調
達
可
相
成
と
の
銀
方

大
坂
に
来
ら
れ
な
い
の
で
、
葆
光
殿
は
よ
ほ
ど
お
金
に
困
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
、
「
実
家
の

越
後
の
方
へ
、
二
百
両
を
準
備
し
て
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
手
紙
を
準
備
し
た
か
ら
、
志
免

宅
で
飛
脚
を
雇
っ
て
、
そ
の
お
金
を
も
っ
て
帰
っ
て
来
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま
れ

ま
し
た
。
承
り
は
し
ま
し
た
も
の
の
、
遠
路
大
金
を
持
ち
運
ぶ
こ
と
は
、
不
調
法
で
す
の
で
、

京
都
で
な
ん
と
か
さ
れ
て
く
だ
さ
い
、
と
お
返
事
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
後
も
宗
淵
殿
は
、
大
坂
へ
お
い
で
に
な
ら
な
い
の
で
、
京
都
の
方
も
捨
て
置
き
難
く
、
お

金
が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
か
ら
、
志
免
も
い
ろ
い
ろ
心
配
し
ま
し
た
が
調
達
で
き
か
ね
て
、

手
立
て
も
つ
き
た
と
こ
ろ
、
娘
の
す
へ
を
し
ば
ら
く
の
間
、
奉
公
づ
と
め
に
や
れ
ば
、
調
達

で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
金
主

慶
応
元
年
一
二
月
三
一
日
、
道
仙
と
宗
淵
、
京
都
か
ら
大
坂
へ

よ
り
気
付
も
有
之
、
娘
江
も
其
咄
致
し
候
得
者
、
御
国
の
為
ニ
候
得
者
不
苦
申
ニ
付
、
天
王

寺
屋
喜
助
江
取
捌
相
頼
、
且
十
一
月
末
方
築
地
之
塩
林
と
申
も
の
方
江
遣
し
、
金
四
拾
七
両

借
受
、
右
之
内
拾
五
両
ハ
世
倅
房
吉
持
参
ニ
て
葆
光
殿
江
相
渡
、
拾
両
ハ
為
替
ニ
し
て
送
り
、

残
り
弐
拾
弐
両
ハ
両
三
度
ニ
道
仙
江
相
渡
、
彼
者
よ
り
葆
光
殿
江
相
渡
た
る
ニ
而
可
有
之
、

然
ル
所
同
十
二
月
晦
日
之
夜
も
宗
淵
・
道
仙
両
人
志
め
方
江
来
り
、
宗
淵
申
候
ハ
、
備
前
よ

り
一
応
帰
国
い
た
し
候
ニ
付
、
登
坂
弥
隙
取
、
京
都
之
方

か
ら
の
助
言
も
あ
っ
た
の
で
、
娘
に
も
そ
の
話
を
し
て
聞
か
せ
た
と
こ
ろ
「
長
州
の
た
め
で

あ
れ
ば
か
ま
い
ま
せ
ん
」
と
申
し
ま
し
た
の
で
、
天
王
寺
屋
の
喜
助
に
斡
旋
を
頼
み
、
一
一

月
末
ご
ろ
に
築
地
の
塩
林
と
い
う
者
の
所
へ
遣
わ
し
て
金
四
七
両
を
借
り
受
け
、
そ
の
う
ち

一
五
両
は
せ
が
れ
の
房
吉
が
［
京
都
へ
］
持
参
し
て
葆
光
殿
に
渡
し
、
十
両
は
為
替
に
し
て

送
り
、
残
り
二
二
両
は
、
二
、
三
度
に
分
け
て
道
仙
に
渡
し
、
道
仙
か
ら
葆
光
殿
に
渡
す
手

筈
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
二
月
の
大
晦
日
の
夜
に
宗
淵
と
道
仙
の
二
名
が
志
免
の
家
に
来

て
、
宗
淵
が
言
う
に
は
、
備
前
か
ら
い
っ
た
ん
［
長
州
へ
］
帰
国
し
た
た
め
に
大
坂
に
来
る

の
が
い
よ
い
よ
時
間
が
か
か
り
、
京
都
の
方
が

葆
光
捕
縛
さ
れ
、
長
州
か
ら
の
金
も
届
か
ず

気
懸
り
故
、
当
家
江
も
不
立
寄
、
着
船
直
様
道
仙
一
同
と
上
京
い
た
し
、
葆
光
江
相
対
、
一

ト
通
り
咄
合
、
両
人
と
も
風
呂
人
ニ
罷
越
候
処
、
留
守
江
捕
人
来
り
、
葆
光
殿
を
相
捕
へ
、

連
帰
り
候
付
、
内
江
も
不
立
入
、
直
様
逃
げ
帰
り
候
事
、
其
節
娘
す
へ
、
勤
メ
奉
公
ニ
遣
し

候
趣
相
咄
候
処
、
御
国
よ
り
金
子
も
持
参
致
候
得
共
、
懐
中
衣
類
等
ま
で
葆
光
所
ニ
置
、
逃

げ
去
り
候
由
、
娘
も
連
返
し
不
申
而
ハ
不
相
済
次
第
に
候
得
共
、
今
暫
く
辛
抱
仕
候
様
と
の

事
、
右
之
為
体
ニ
付
差
閊
之
段
相
談
有
之
、
金
拾

気
が
か
り
だ
っ
た
の
で
、
志
免
の
家
に
も
立
ち
寄
ら
ず
に
、
着
船
後
た
だ
ち
に
道
仙
と
と
も

に
上
京
し
て
、
葆
光
殿
に
会
っ
て
一
通
り
話
し
合
い
、
二
人
で
風
呂
へ
行
っ
た
所
で
、
留
守

に
捕
り
手
が
や
っ
て
き
て
葆
光
殿
を
捕
ら
え
、
連
れ
帰
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
家
の
中

に
も
入
ら
ず
に
、
直
ち
に
逃
げ
帰
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
時
に
、
［
金
策
が
つ
き
た
の

で
］
娘
の
す
へ
を
奉
公
づ
と
め
に
行
か
せ
た
こ
と
も
話
し
ま
し
た
が
、
長
州
か
ら
お
金
も
持

参
し
て
い
た
け
れ
ど
、
所
持
品
や
衣
類
ま
で
葆
光
の
所
に
お
い
て
逃
げ
去
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。
娘
も
連
れ
戻
さ
な
け
れ
ば
済
ま
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
い
ま
し
ば
ら
く
辛
抱
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
の
こ
と
。
右
の
よ
う
な
て
い
た
ら
く
な
の
で
、
お
金
の
工
面
の
こ
と
で
相
談
が

あ
り
、
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慶
応
二
年
正
月
、
道
仙
と
宗
淵
、
人
相
書
き
つ
き
で
捜
索
さ
れ
る
。
越
中
僧
行
観
加
わ
る

八
両
貸
渡
、
尚
近
辺
徘
徊
［
俳
諧
ヵ
］
師
上
田
松
友
方
江
相
頼
、
潜
伏
仕
せ
、
其
後
島
之
内

二
條
殿
御
子
様
御
住
職
之
寺
江
も
潜
居
相
成
、
両
所
ニ
而
廿
日
計
も
滞
留
之
内
、
両
人
之
人

相
書
廻
り
、
島
之
内
江
も
捕
人
罷
越
候
由
、
滞
留
不
相
揃
ニ
付
、
志
め
縁
者
間
塚
本
村
之
治

兵
衛
江
相
頼
、
潜
居
仕
せ
候
所
、
無
程
越
中
之
行
観
と
申
僧
、
兼
而
宗
淵
懇
意
之
由
、
京

都
ニ
も
居
苦
敷
と
の
事
ニ
而
、
志
め
方
江
来
り
候
故
、
是
又
塚
本
村
治
兵
衛
方
迄
差
越
候
処
、

去
寅
ノ
正
月
末
方
、
宗
淵
殿
よ
り

金
十
八
両
を
貸
し
渡
し
ま
し
た
。
な
お
、
近
く
の
俳
諧
師
の
上
田
松
友
に
頼
み
、
そ
の
家
に

潜
伏
さ
せ
、
そ
の
後
、
中
之
島
の
二
条
家
の
お
子
様
が
ご
住
職
の
寺
に
も
潜
伏
に
な
っ
て
、

両
方
の
場
所
で
二
十
日
ば
か
り
も
滞
留
さ
れ
る
う
ち
に
、
両
人
の
人
相
書
き
が
回
り
、
中
之

島
の
中
に
も
捕
り
手
が
や
っ
て
く
る
の
で
、
そ
れ
以
上
留
ま
れ
ず
、
志
免
の
縁
者
の
間
柄
の

塚
本
村
［
中
之
島
の
北
へ
一
里
ほ
ど
の
大
阪
市
淀
川
区
塚
本
］
の
治
兵
衛
に
頼
ん
で
潜
伏
さ

せ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ほ
ど
な
く
越
中
の
行
観
と
い
う
僧
が
や
っ
て
き
て
、
か
ね
て
か
ら
宗
淵

の
懇
意
だ
そ
う
で
、
京
都
に
も
居
り
づ
ら
い
と
い
う
の
で
、
志
免
の
家
に
や
っ
て
き
た
の
で
、

こ
れ
ま
た
塚
本
村
の
治
兵
衛
の
家
に
行
か
せ
ま
し
た
。
去
年
の
寅
年
［
慶
応
二
年
］
の
正
月

末
ご
ろ
に
、
宗
淵
殿
か
ら

宗
淵
ら
の
無
理
な
借
金
と
勝
手
な
行
動

相
談
之
趣
ハ
、
京
都
よ
り
公
卿
方
御
両
人
家
来
四
人
召
連
、
密
々
御
国
江
御
下
向
之
筈
、
就

而
者
金
子
入
用
ニ
付
松
友
方
申
談
調
達
呉
候
様
と
の
事
、
色
々
咄
合
候
得
共
、
不
相
揃
ニ
付
、

松
友
妻
一
同
塚
本
村
よ
り
罷
越
、
宗
淵
殿
江
相
断
候
得
者
、
御
国
之
為
是
非
心
配
候
様
、
不

相
調
節
ハ
身
柄
切
腹
之
外
致
し
方
無
之
と
の
事
、
両
人
と
も
当
惑
い
た
し
罷
帰
り
、
種
々
心

配
、
松
友
妻
漸
く
六
拾
両
調
達
い
た
し
、
貸
渡
申
候
、
然
処
右
三
人
追
々
ニ
無
遠
慮
他
行
相

成
、
於
引
受
ニ
ハ
不
容
易
心
遣
ひ
、
折
柄
差
閊
出
来
、
滞

相
談
が
あ
り
、
京
都
か
ら
公
卿
の
方
が
お
二
人
、
家
来
四
人
を
連
れ
て
、
ひ
そ
か
に
長
州
へ

下
ら
れ
る
手
筈
な
の
で
、
つ
い
て
は
お
金
が
必
要
な
の
で
、
［
上
田
］
松
友
に
相
談
し
て
調

達
し
て
く
れ
る
よ
う
に
と
の
こ
と
。
い
ろ
い
ろ
相
談
し
て
も
工
面
が
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、

松
友
が
妻
と
と
も
に
塚
本
村
か
ら
や
っ
て
き
て
、
宗
淵
殿
に
［
用
立
て
の
］
断
り
を
い
れ

た
と
こ
ろ
、
「
長
州
の
た
め
に
ぜ
ひ
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
、
調
え
な
け
れ
ば
、
自
分
は
切

腹
す
る
し
か
な
い
」
と
の
こ
と
で
両
人
［
松
友
夫
妻
］
は
当
惑
し
て
帰
り
ま
し
た
。
［
そ
の

後
］
い
ろ
い
ろ
奔
走
し
て
、
松
友
の
妻
が
よ
う
や
く
六
〇
両
の
お
金
を
調
達
し
て
貸
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
右
の
三
人
［
宗
淵
・
道
仙
・
行
観
］
は
、
し
だ
い
に
勝
手
に
出
歩
く
よ
う

に
な
り
、
引
き
受
け
側
［
治
兵
衛
］
と
し
て
も
容
易
で
な
い
心
遣
い
を
し
て
、
お
金
も
都
合

が
つ
か
ず
、

慶
応
二
年
三
月
、
宗
淵
の
無
心
を
志
免
断
る

留
相
断
候
ニ
付
、
志
め
よ
り
南
、
安
治
川
二
丁
目
木
津
屋
三
右
衛
門
方
江
相
頼
ミ
、
潜
伏
仕

候
へ
共
、
手
狭
ニ
付
、
三
右
衛
門
よ
り
薩
摩
堀
之
秋
田
屋
百
蔵
方
江
相
談
、
潜
居
相
成
、
左

候
処
、
同
三
月
頃
又
々
宗
淵
殿
よ
り
松
友
方
江
道
仙
ヲ
以
金
三
拾
両
借
用
之
儀
被
申
越
、
入

用
之
趣
ハ
、
葆
光
儀
獄
よ
り
揚
り
、
本
願
寺
江
御
引
渡
相
成
、
連
帰
り
と
し
て
可
致
上
京
之

処
、
向
々
江
挨
拶
事
も
有
之
、
手
き
れ
ひ
ニ
取
揃
不
申
而
ハ
御
国
之
恥
辱
と
の
事
、
下
地
六

拾
両
之
貸
金
も
有
之
、
相
断
り
候
得
共
、
宗
淵
殿
立
腹
之
体
も
有
之
、

滞
留
を
断
っ
た
の
で
、
志
免
か
ら
今
度
は
南
の
［
大
阪
市
西
区
の
］
安
治
川
二
丁
目
の
木
津

屋
三
右
衛
門
の
家
に
頼
み
潜
伏
さ
せ
ま
し
た
が
、
手
狭
の
た
め
、
三
右
衛
門
か
ら
薩
摩
堀

［
い
ま
は
埋
め
立
て
ら
れ
た
運
河
・
薩
摩
堀
川
の
］
秋
田
屋
百
蔵
の
家
に
相
談
し
て
潜
伏
し

ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
同
年
三
月
頃
、
ま
た
ま
た
宗
淵
殿
か
ら
松
友
の
家
へ

道
仙
を
遣
わ
し
て
、
金
三
十
両
を
借
り
た
い
と
言
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
何
に
い
る
か
と
い

え
ば
葆
光
が
、
牢
獄
か
ら
出
さ
れ
て
［
西
］
本
願
寺
に
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
連

れ
帰
る
た
め
に
上
京
の
お
り
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
と
こ
ろ
へ
挨
拶
も
あ
る
の
で
、
手
綺
麗
に

取
り
揃
え
な
け
れ
ば
、
長
州
藩
の
恥
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
も
と
も
と
の
六
十
両

お
貸
し
し
て
い
る
件
も
あ
る
の
で
、
お
断
り
し
ま
し
た
が
、
宗
淵
殿
は
立
腹
さ
れ
た
様
子
で

し
た
。

掛
け
軸
を
質
入
れ
し
て
工
面
し
た
金
を
宗
淵
に
貸
す

是
ま
で
之
心
配
無
に
な
る
と
被
相
考
へ
、
乍
併
、
志
め
口
入
ニ
候
ハ
ヾ
、
品
物
成
と
も
貸
渡

可
申
段
相
答
候
由
ニ
付
、
志
め
者
松
友
方
江
咄
合
、
弐
幅
対
之
掛
物
借
受
、
懇
意
間
江
預
ケ

置
、
金
弐
拾
四
両
之
松
友
方
よ
り
宗
淵
殿
江
貸
金
ニ
相
成
候
処
、
此
外
銀
方
ニ
而
も
宗
淵
殿

借
金
被
致
候
由
ニ
而
、
金
遣
之
様
子
彼
是
承
り
合
候
へ
者
、
京
都
祇
園
町
ニ
而
宗
淵
殿
付
合

之
芸
子
大
坂
よ
り
連
下
り
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［
松
友
は
］
こ
れ
ま
で
奔
走
し
た
こ
と
が
無
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
私
、
志
免

の
斡
旋
で
も
あ
る
の
で
品
物
な
り
と
も
貸
渡
そ
う
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
志
免
は
松
友
宅

へ
話
し
合
い
、
掛
け
軸
二
幅
を
借
り
受
け
て
、
懇
意
の
仲
へ
預
け
て
、
合
計
金
二
四
両
を
松

友
の
家
か
ら
宗
淵
殿
へ
の
貸
金
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
金
貸
し
方
に
も
宗
淵
殿
は
借

金
を
さ
れ
た
そ
う
で
、
金
遣
い
の
様
子
を
か
れ
こ
れ
伝
え
聞
き
合
っ
て
み
る
と
、
京
都
祇
園

の
町
で
宗
淵
殿
の
付
き
合
い
の
芸
子
を
大
坂
か
ら
［
大
坂
へ
］
連
れ
て
下
っ
て

慶
応
二
年
三
月
、
志
免
か
ら
宗
淵
へ
の
帰
国
の
勧
め

候
も
の
有
之
、
密
々
連
出
し
百
蔵
方
引
宅
ニ
隠
シ
被
置
候
由
、
葆
光
殿
入
牢
後
ハ
京
都
之
探

索
も
調
兼
、
旁
心
底
崩
れ
、
放
埓
之
儀
も
不
少
由
ニ
付
、
滞
留
相
成
候
而
ハ
御
国
之
御
不
為

と
相
考
、
追
々
帰
国
之
儀
相
進
め
、
八
ケ
間
敷
申
入
候
へ
バ
、
却
而
面
倒
ニ
思
わ
れ
候
哉
ニ

而
、
志
め
事
罷
越
候
而
も
留
守
様
被
申
、
相
対
無
之
儀
も
度
々
有
之
、
猶
予
相
成
候
内
、
右

之
芸
子
尋
方
之
儀
、
抱
主
よ
り
役
筋
江
相
頼
候
哉
、
夫
よ
り
し
て
宗
淵
殿
其
外
潜
伏
所
厳
敷

詮
議
、
三
月
二
十
五
六
日
頃
百
蔵
方
江
捕
人
罷
越
候
処
、
程
好
逃
去
り
、
熊
村

き
た
の
が
い
て
、
密
か
に
連
れ
出
し
て
百
蔵
宅
に
隠
し
て
置
か
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
葆
光

殿
の
入
牢
の
後
は
、
京
都
の
探
索
も
手
立
て
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
本
来
の
気
持
ち
が
崩
れ

て
、
ふ
し
だ
ら
な
行
い
も
少
な
か
ら
ぬ
そ
う
で
、
こ
の
ま
ま
と
ど
ま
っ
て
い
て
も
長
州
の
お

国
の
た
め
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
、
た
び
た
び
帰
国
を
勧
め
、
や
か
ま
し
く
申
し
入
れ
た

も
の
で
す
か
ら
、
か
え
っ
て
面
倒
に
思
わ
れ
た
の
か
、
志
免
が
行
っ
て
も
、
居
留
守
を
使
っ

て
会
わ
れ
な
い
こ
と
も
度
々
あ
っ
て
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
う
ち
に
、
右
の
芸
子
の
捜
索
を

抱
え
主
か
ら
お
役
人
方
面
に
頼
ん
だ
か
、
そ
れ
か
ら
宗
淵
殿
や
そ
の
潜
伏
所
を
き
び
し
く
詮

議
さ
れ
て
、
三
月
二
五
、
六
日
頃
に
百
蔵
の
家
へ
捕
り
手
が
や
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
う
ま
く

逃
げ
去
っ
て
、
熊
村

慶
応
二
年
三
月
、
道
仙
捕
縛
さ
れ
志
免
と
息
子
も
取
り
調
べ

屋
伝
助
方
江
被
罷
越
候
へ
共
、
彼
方
江
も
捕
手
向
ひ
候
付
、
塚
本
村
治
兵
衛
方
江
潜
居
被
相

談
候
得
共
、
断
り
候
付
、
終
ニ
山
崎
海
道
と
ん
だ
ニ
居
候
正
助
と
申
も
の
、
元
御
屋
舗
ニ
而

飯
焚
仕
候
者
ニ
付
、
彼
者
方
江
宗
淵
殿
芸
子
召
連
れ
被
忍
候
由
、
道
仙
儀
ハ
新
町
之
茶
屋
ニ

隠
れ
居
候
を
召
捕
れ
、
行
観
儀
ハ
如
何
相
成
候
哉
、
存
知
不
申
、
然
ル
処
、
同
夜
志
め
并
世

倅
房
吉
共
々
被
相
捕
、
且
又
百
蔵
其
外
懸
り
合
し
者
、
於
会
所
ニ
糺
方
相
成
候
へ
共
、
宗
淵

其
外
御
国
之
御
用
ニ
而
登
坂
之
存
知
不
申
、
兼
而
懇
意
之
客
ニ
而
留
メ
候
段
申
出
相
済
候
処
、

屋
伝
助
の
家
に
移
っ
た
の
で
し
た
が
、
そ
こ
へ
も
捕
り
手
が
向
か
っ
た
た
め
に
、
塚
本
村
治

兵
衛
の
家
へ
隠
れ
住
ま
わ
せ
て
ほ
し
い
と
相
談
し
ま
し
た
け
れ
ど
、
断
っ
た
た
め
、
つ
い
に

山
崎
街
道
富
田
［
現
在
の
高
槻
市
富
田
か
］
に
住
む
正
助
と
い
う
者
が
、
御
屋
敷
［
長
州
藩

大
坂
蔵
屋
敷
あ
る
い
は
京
都
藩
邸
］
で
飯
炊
き
を
し
て
い
た
者
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
家
へ

宗
淵
殿
は
、
芸
子
を
連
れ
て
隠
れ
た
そ
う
で
す
が
、
道
仙
は
新
町
［
大
阪
市
西
区
、
遊
郭
が

あ
っ
た
］
の
茶
屋
［
上
方
で
、
芸
者
を
揚
げ
て
遊
ぶ
所
］
に
隠
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
召
し
捕

ら
れ
、
行
観
は
ど
う
な
っ
た
も
の
か
存
じ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
晩
に
、
志
免
と
せ
が

れ
の
房
吉
と
も
ど
も
召
し
捕
ら
れ
て
、
百
蔵
そ
の
ほ
か
関
わ
り
合
い
に
な
っ
た
者
た
ち
が
、

町
役
人
の
事
務
所
で
取
り
調
べ
を
う
け
ま
し
た
が
、
宗
淵
そ
の
他
が
長
州
藩
の
御
用
で
大
坂

に
来
て
い
た
こ
と
は
ぞ
ん
じ
ま
せ
ん
、
か
ね
て
か
ら
懇
意
の
お
客
な
の
で
、
お
泊
め
し
た
だ

け
と
申
し
出
て
、
そ
れ
で
済
み
ま
し
た
が
、

宗
淵
は
あ
ち
こ
ち
徘
徊
し
て
捕
縛
さ
れ
た
う
わ
さ

い
づ
れ
も
志
め
方
よ
り
相
頼
ミ
滞
留
仕
せ
候
儀
ニ
而
、
不
大
形
心
痛
仕
候
、
然
ル
処
宗
淵
殿

儀
、
正
助
方
ニ
も
居
苦
敷
、
芸
子
召
連
、
備
後
ま
で
被
罷
越
候
由
、
其
後
風
聞
ニ
承
り
候
へ

バ
、
彼
地
ニ
お
い
て
右
之
芸
子
ハ
売
捌
ニ
相
成
、
其
金
を
以
又
々
上
方
江
登
り
、
徘
徊
致
さ

れ
候
ニ
、
い
づ
れ
よ
り
か
捕
方
相
成
た
る
由
、
此
外
様
子
承
り
不
申
候
事

ど
な
た
も
志
免
の
家
か
ら
頼
ん
で
滞
留
さ
せ
た
も
の
で
し
た
か
ら
、
大
変
な
心
痛
を
い
た
し

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
宗
淵
殿
と
き
た
ら
、
正
助
の
家
に
も
居
づ
ら
く
て
、
芸
子
を
連
れ
て
、

備
前
ま
で
行
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
の
風
の
噂
で
は
、
備
前
で
こ
の
芸
子
を
売
り
さ
ば
い

て
、
そ
の
金
で
ま
た
ま
た
上
方
へ
登
っ
て
徘
徊
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ど
ち
ら
か
ら
か
捕
縛
さ

れ
た
そ
う
で
、
そ
の
ほ
か
の
こ
と
は
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

葆
光
殿
の
仕
事
は
京
都
で
の
情
報
収
集

一　

葆
光
殿
儀
ハ
京
詰
ニ
而
、
二
條
殿
諸
太
［
大
］
夫
之
由
亀
鶴
と
申
方
江
潜
伏
、
彼
地
之

様
子
探
索
相
成
、
追
々
宗
淵
殿
江
通
達
相
成
、
往
返
ハ
専
ら
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一
つ　

葆
光
殿
は
、
京
都
に
詰
め
て
お
ら
れ
て
、
二
条
殿
の
家
司
だ
と
い
う
亀
鶴
と
い
う
家

に
潜
伏
し
て
、
京
都
の
様
子
を
探
索
し
て
お
り
ま
し
た
。
た
び
た
び
宗
淵
殿
へ
情
報
を
伝
え

て
、
［
大
坂
と
の
］
行
き
来
は
も
っ
ぱ
ら

慶
応
元
年
一
二
月
、
京
都
で
葆
光
入
牢

道
仙
相
運
び
候
由
、
左
候
処
丑
之
十
月
頃
、
宗
淵
殿
御
国
江
下
ら
れ
、
用
金
持
登
相
成
候
筈

之
処
、
隙
取
候
内
本
願
寺
家
来
西
村
某
と
か
申
仁
、
葆
光
殿
江
金
子
借
用
之
儀
相
談
有
之
、

御
国
之
御
用
ニ
而
登
り
居
候
段
、
内
実
存
知
居
候
仁
故
、
貸
渡
不
申
而
ハ
障
り
ニ
可
相
成
と

の
心
得
ニ
而
請
合
相
成
候
処
、
宗
淵
殿
登
坂
隙
取
、
就
而
ハ
西
村
江
不
都
合
ニ
相
成
、
夫
よ

り
彼
仁
立
腹
い
た
し
、
内
訴
い
た
し
葆
光
殿
被
召
捕
候
様
子
ニ
而
、
其
後
い
づ
れ
の
手
江
被

召
捕
候
哉
、
聞
繕
と
し
て
道
仙
殿
上
京
、
其
節

道
仙
が
運
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
丑
年
の
一
〇
月
ご
ろ
、
宗
淵
殿
が
長
州
へ
下
ら

れ
て
、
必
要
な
お
金
を
も
っ
て
上
京
す
る
手
筈
の
と
こ
ろ
、
手
間
取
っ
て
い
る
間
に
、
本
願

寺
の
家
来
の
西
村
某
と
か
い
う
人
物
が
、
葆
光
殿
へ
お
金
を
貸
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
長
州
藩
の
［
密
偵
と
し
て
の
］
御
用
で
上
京
し
た
こ
と
を
知
っ
て

い
る
人
物
な
の
で
、
貸
さ
な
け
れ
ば
支
障
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
、
う
け
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

宗
淵
殿
が
大
坂
に
来
る
の
が
遅
れ
て
［
金
が
な
く
］
、
西
村
に
と
っ
て
は
不
都
合
と
な
っ
て
、

そ
の
た
め
に
こ
の
人
物
は
立
腹
し
て
、
内
密
に
訴
え
ま
し
た
。
葆
光
殿
は
、
捕
ら
え
ら
れ
た

様
子
で
、
そ
の
後
ど
こ
の
手
に
召
し
捕
ら
れ
た
か
を
聞
き
集
め
る
た
め
に
道
仙
殿
は
上
京
し

て慶
応
元
年
一
二
月
、
道
仙
京
都
で
虎
口
を
逃
れ
る

途
中
ニ
而
右
西
村
ニ
出
逢
、
態
と
宗
淵
殿
之
様
子
を
尋
候
得
バ
、
於
自
宅
為
咄
合
可
致
身
柄

立
寄
候
、
先
方
有
之
、
無
間
帰
宅
可
致
と
の
事
ニ
付
、
留
守
江
参
り
可
相
待
段
約
束
い
た
し
、

相
別
れ
候
而
、
道
仙
虎
口
を
遁
レ
、
直
に
丹
波
海
道
通
り
大
坂
ニ
帰
り
候
処
、
西
村
事
直
々

内
訴
い
た
し
候
由
ニ
而
、
伏
見
其
外
江
騎
馬
ニ
而
追
懸
ケ
候
者
有
之
由
ニ
候
得
共
、
道
筋
違

ひ
、
危
き
場
を
遁
レ
候
段
、
道
仙
よ
り
志
め
江
相
来
候
儀
も
有
之
、
然
ル
処
去
寅
ノ
十
二
月

廿
五
日
頃
、
葆
光
夜
中
志
め
方
江
来
り
、
去
十
二
月

途
中
で
さ
き
ほ
ど
の
西
村
に
出
会
い
ま
し
た
の
で
、
わ
ざ
と
［
知
ら
な
い
ふ
り
で
］
宗
淵
殿

の
様
子
を
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
［
西
村
の
］
自
宅
で
話
し
合
い
を
す
る
た
め
に
立
ち
寄
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
［
西
村
は
］
先
に
用
が
あ
る
が
ま
も
な
く
帰
宅
す
る
か
ら
と
の
こ
と

な
の
で
、
留
守
宅
に
行
っ
て
待
つ
と
約
束
し
て
別
れ
ま
し
た
。
道
仙
は
虎
口
を
逃
れ
て
、
た

だ
ち
に
丹
波
街
道
沿
い
に
大
坂
へ
帰
っ
た
と
こ
ろ
、
西
村
は
す
ぐ
に
内
密
に
訴
え
た
そ
う
で
、

伏
見
そ
の
他
へ
騎
馬
で
追
い
か
け
た
者
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
道
筋
が
違
っ
た
た
め
危
う

い
と
こ
ろ
を
逃
れ
た
、
道
仙
か
ら
志
免
方
に
来
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
去

る
寅
年
の
一
二
月
二
五
日
頃
、
葆
光
が
夜
中
に
志
免
の
家
へ
来
て
、
去
る
一
二
月

慶
応
二
年
一
二
月
末
、
葆
光
本
願
寺
の
太
鼓
楼
か
ら
脱
出
の
経
緯

入
牢
い
た
し
、
其
後
本
願
寺
江
御
引
渡
ニ
相
成
、
太
鼓
楼
之
囲
江
被
入
置
、
厳
敷
番
有
之
候

得
共
、
番
人
之
内
ニ
手
伝
呉
候
者
有
之
、
漸
ク
囲
を
抜
出
、
逃
ゲ
帰
り
候
付
、
直
様
御
国
江

下
り
危
［
度
ヵ
］
と
の
事
、
左
候
処
、
春
以
来
宗
淵
殿
之
所
業
振
、
彼
是
咄
合
ひ
、
且
又
同

人
江
追
々
金
子
用
達
候
次
第
、
尚
娘
す
へ
勤
メ
奉
公
ニ
遣
シ
候
趣
等
松
友
妻
江
代
筆
相
頼
、

北
條
様
江
い
細
［
委
細
］
之
余
り
掛
申
上
候
処
、
当
度
幸
助
と
申
者
を
以
金
百
両
之
辻
送
り

方
被
仰
付
、
尤
幸
助

牢
に
入
っ
て
、
そ
の
後
本
願
寺
に
引
き
渡
し
に
な
っ
て
、
太
鼓
楼
の
囲
い
の
中
に
入
れ
置
か

れ
て
、
厳
し
い
見
張
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
番
人
の
う
ち
に
手
伝
っ
て
く
れ
る
者
も
あ
っ
て
、

よ
う
や
く
囲
い
を
抜
け
出
し
て
、
逃
げ
帰
っ
て
き
た
の
で
、
す
ぐ
に
長
州
へ
下
り
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、
春
以
来
の
宗
淵
殿
の
所
業
の
あ
り
さ
ま
を
か
れ
こ
れ
話
し
合
い
、

ま
た
宗
淵
に
何
度
も
金
を
用
立
て
た
こ
と
、
娘
の
す
へ
を
奉
公
勤
め
に
行
か
せ
た
こ
と
な
ど

を
松
友
之
妻
に
代
筆
を
頼
ん
で
、
北
条
様
［
慶
応
元
年
十
二
月
の
嘆
願
書
に
登
場
し
た
北
条

瀬
兵
衛
、
慶
応
二
年
五
月
に
伊
勢
華
＝
い
せ
さ
か
え
＝
と
改
名
、
当
時
藩
当
職
手
元
役
］
に
、

掛
け
金
［
貸
し
て
あ
る
金
］
の
詳
細
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
た
び
幸
助
と
い
う
も
の

に
合
計
百
両
を
送
る
よ
う
に
仰
せ
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
い
っ
ぽ
う
幸
助

葆
光
、
宗
淵
の
所
業
を
聞
き
仰
天
す
る

よ
り
内
談
之
趣
有
之
、
証
文
取
置
、
右
之
内
五
拾
両
貸
渡
、
残
り
金
を
以
娘
も
連
戻
シ
度
候

得
共
、
宗
淵
殿
江
貸
金
仕
候
者
い
づ
れ
も
請
方
不
得
仕
内
、
娘
を
連
返
シ
候
而
者
、
銀
方
江

義
理
も
不
相
立
故
、
外
用
ニ
遣
払
候
段
、
相
咄
候
ヘ
ハ
、
葆
光
殿
仰
天
被
致
、
昨
年
之
金
子

返
済
も
不
致
、
剰
へ
芸
妓
ニ
迷
ひ
、
放
埓
之
次
第
、
左
程
之
人
物
と
も
不
知
、
大
事
を
申
談
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候
段
、
甚
以
残
念
と
の
事
、
然
ル
処
、
在
所
江
仕
登
せ
金
申
越
候
得
共
、
無
間
入
牢
い
た
し
、

尚
此
度
脱

か
ら
の
内
輪
の
話
で
、
証
文
を
取
っ
て
、
右
の
［
百
両
の
］
う
ち
、
五
十
両
を
お
貸
し
し
て
、

残
り
の
お
金
で
娘
を
連
れ
戻
し
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
宗
淵
殿
へ
お
金
を
貸
し
た
人

が
い
ず
れ
も
お
返
し
い
た
だ
け
な
い
で
い
る
う
ち
に
、
［
自
分
が
］
娘
を
連
れ
戻
し
た
の
で

は
、
［
他
の
］
金
を
貸
し
た
人
へ
の
義
理
も
た
ち
ま
せ
ん
の
で
、
他
の
用
に
払
っ
た
こ
と
を
、

お
話
し
ま
し
た
ら
、
葆
光
殿
は
仰
天
さ
れ
て
、
去
年
の
お
金
も
返
さ
ず
に
、
お
ま
け
に
芸
妓

に
迷
っ
て
好
き
放
題
を
す
る
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
人
物
と
も
知
ら
ず
に
大
切
な
話
を
し
た
こ

と
は
、
ま
っ
た
く
残
念
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
故
郷
へ
送
金
を
頼
も
う
と
し
た
の
に
、

ま
も
な
く
入
牢
し
て
し
ま
い
、
こ
の
た
び

慶
応
二
年
一
二
月
末
、
志
免
の
娘
す
へ
よ
う
や
く
奉
公
か
ら
戻
り
葆
光
も
長
州
へ

走
ニ
付
而
ハ
、
右
之
詮
議
を
も
不
得
仕
、
然
れ
ど
も
娘
を
其
儘
ニ
差
置
候
而
ハ
御
国
江
之
申

訳
も
無
之
、
差
向
処
、
前
断
百
両
之
内
を
以
、
是
非
と
も
請
戻
シ
呉
候
様
と
の
事
ニ
付
、
世

話
人
天
王
寺
屋
江
も
葆
光
殿
よ
り
咄
合
相
成
、
元
金
之
内
壱
ヶ
年
相
勤
メ
候
丈
ケ
日
割
ニ
し

て
、
残
元
三
拾
七
八
両
程
返
済
辻
ニ
候
処
、
急
速
調
達
出
来
兼
、
不
足
金
七
両
程
ハ
葆
光
殿

懇
意
先
ニ
而
調
達
相
成
、
払
済
之
上
、
同
二
十
七
日
娘
も
連
戻
シ
、
葆
光
殿
ニ
も
出
帆
下
向

相
成
候
事

脱
走
し
て
き
た
の
で
、
こ
の
こ
と
を
調
べ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
娘
を
こ
の
ま
ま
に
お
い
て
お
く
の
は
、
長
州
藩
へ
の
言
い
開
き
が
で
き
な

い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
、
先
に
言
っ
た
百
両
の
う
ち
か
ら
、
ぜ
ひ
と
も
受
け
戻
し
て
く
だ
さ

い
と
の
こ
と
で
し
た
か
ら
、
世
話
人
の
天
王
寺
屋
へ
も
葆
光
殿
か
ら
話
し
合
い
が
さ
れ
て
、

元
金
か
ら
一
年
勤
め
た
だ
け
を
日
割
り
に
し
て
、
残
り
の
元
金
三
七
、
八
両
ほ
ど
が
返
済
の

合
計
に
な
り
ま
し
た
が
、
急
に
は
調
達
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
不
足
す
る
七
両
ほ
ど

の
お
金
は
、
葆
光
殿
が
懇
意
の
方
か
ら
調
達
で
き
て
、
皆
済
の
う
え
、
同
［
一
二
月
］
二
七

日
に
娘
も
連
れ
戻
し
、
葆
光
殿
も
出
帆
し
て
［
長
州
へ
］
下
ら
れ
ま
し
た
。

葆
光
の
密
偵
と
し
て
の
精
勤
ぶ
り

右
宗
淵
殿
其
外
潜
伏
中
ハ
、
別
而
御
国
よ
り
入
込
候
者
詮
議
厳
敷
、
太
概
夜
中
為
深
更
往
返

相
成
候
処
、
如
何
程
之
風
雨
も
無
厭
奔
走
、
不
容
易
苦
心
ニ
就
而
ハ
感
心
致
し
難
渋
な
が
ら

も
御
為
筋
と
而
已
存
知
詰
、
追
々
金
子
用
達
候
処
、
委
細
ハ
去
夏
、
松
友
妻
江
代
筆
相
頼
ミ
、

北
條
様
江
申
上
、
其
後
手
控
書
類
と
も
所
持
仕
居
候
而
も
、
万
一
幕
よ
り
詮
議
ニ
逢
ひ
候
節

ハ
煩
之
儀
ト
相
考
、
不
残
焼
捨
候
付
、
只
今
ニ
而
ハ
、
貸
金
尚
余
り
置
候
も
、
都
度
々
々
覚

不
申
候
、
此
如
御
聞
済
被
仰
付
度
、
奉
存
候
事

右
ハ
八
百
屋
房
吉
母
志
め
申
分
聞
取
被
仰
付
、
前
断
之
通
申
出
候
、
以
上

打
廻
り

有
吉
昌
平

十
月

右
の
宗
淵
殿
そ
の
他
が
潜
伏
中
は
、
と
く
に
長
州
か
ら
入
り
込
む
者
の
詮
議
が
厳
し
く
て
、

大
概
は
夜
中
も
更
け
て
か
ら
来
た
り
帰
っ
た
り
さ
れ
て
、
ど
れ
ほ
ど
の
風
雨
も
い
と
わ
ず
奔

走
さ
れ
て
、
容
易
な
ら
ぬ
苦
心
に
つ
い
て
は
感
心
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
困
難
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
大
切
な
お
客
様
だ
と
い
ち
ず
に
思
っ
て
、
次
々
と
お
金
も
御
用
達
し
て
お
り
ま

し
た
。
詳
し
い
こ
と
は
昨
年
の
夏
に
松
友
の
妻
に
代
筆
を
頼
ん
で
、
北
条
様
［
前
出
］
に
申

し
上
げ
、
そ
の
後
手
控
え
の
書
類
も
所
持
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
万
一
幕
府
か
ら
の
詮
議
に

あ
う
場
合
は
、
面
倒
な
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
、
残
ら
ず
焼
き
捨
て
ま
し
た
の
で
、
今
で
は

お
貸
し
し
た
金
が
他
に
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
毎
度
覚
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
通
り
お
聞

き
届
け
ら
れ
た
く
存
じ
ま
す
。

八
百
屋
房
吉
の
母
志
免
の
申
し
分
を
聞
き
取
る
よ
う
に
仰
せ
付
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
以
上

の
通
り
申
し
出
い
た
し
ま
す
。
以
上

打
廻
り
［
当
職
の
耳
目
役
］

有
吉
昌
平

［
慶
応
三
年
］
一
〇
月

こ
の
聞
き
書
き
に
よ
っ
て
、
密
偵
の
活
動
資
金
を
名
目
に
借
金
を
重
ね
、
そ
れ
を
私
的
に
使

い
込
ん
で
し
ま
う
不
行
跡
の
宗
淵
と
は
こ
と
な
り
、
葆
光
が
密
偵
と
し
て
の
活
動
に
精
勤
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
釈
放
し
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
前
の
段
階
で
、
次
の
願
い

書
が
、
葆
光
の
同
志
の
僧
侶
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
。

御
願
申
上
候
事
越
後
真
昌
寺
葆
光
儀
、
過
ル
四
月
揚
り
屋
禁
錮
被
仰
付
、
罷
帰
ヵ
候
処
、
当
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秋
已
来
持
病
之
痔
痛
差
起
、
追
々
療
養
相
加
候
得
共
、
幽
囚
中
万
事
不
如
意
勝
ニ
而
、
病
症

追
々
相
募
、
甚
難
渋
之
趣
、
不
忍
聞
次
第
ニ
御
座
候
、
仇
之
千
萬
、
奉
恐
入
候
得
共
、
南
殿

寺
学
校
ま
で
引
請
、
介
抱
仕
度
奉
願
候
、
勿
論
保
光
中
諸
事
謹
慎
申
付
、
医
師
之
外
者
他
人

相
対
等
決
而
為
仕
間
敷
、
猶
全
快
之
上
ハ
亦
渡
御
返
し
仕
、
可
奉
待
御
裁
許
ニ
而
、
右
困
難

之
旨
趣
被
聞
召
、
別
出
格
之
御
詮
議
を
以
、
拙
寺
共
江
御
預
ケ
之
振
ニ
被
仰
付
被
下
候
ハ
ヾ
、

千
萬
難
有
奉
存
候
、
此
如
宜
敷
被
成
御
沙
汰
可
被
下
候
様
、
奉
願
候
、
以
上

お
願
い
も
う
し
上
げ
ま
す
こ
と

越
後
真
昌
［
照
］
寺
の
葆
光
は
、
去
る
四
月
に
野
山
獄
の
揚
り
屋
に
禁
錮
を
命
ぜ
ら
れ
て

［
上
方
か
ら
萩
に
］
帰
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
秋
か
ら
持
病
の
痔
の
痛
み
が
起
こ
り
、
た
び
た

び
治
療
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
幽
囚
中
は
何
事
も
思
う
よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
症

状
が
次
第
に
強
く
な
り
、
大
変
困
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
す
で
、
気
の
毒
に
聞
い
た
こ
と
で

す
。
た
く
さ
ん
の
恨
み
が
あ
る
と
こ
ろ
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
南
殿
の
寺
学
校
で
引
き
受
け

て
、
介
抱
し
た
く
お
願
い
を
も
う
し
あ
げ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
葆
光
に
は
何
事
も
謹
慎
を
申

し
付
け
、
医
師
の
ほ
か
の
者
に
会
わ
せ
る
こ
と
は
決
し
て
致
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
全
快
し
た

な
ら
ば
ま
た
［
獄
に
］
お
渡
し
い
た
し
て
ご
裁
許
を
待
つ
べ
き
で
す
の
で
、
右
の
よ
う
な
困

難
の
趣
旨
を
お
聞
き
届
け
い
た
だ
い
て
、
特
別
の
ご
配
慮
を
も
っ
て
、
私
ど
も
の
寺
へ
お
預

け
い
た
く
こ
と
を
命
じ
て
く
だ
さ
る
な
ら
ば
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
よ
ろ
し
く
ご
裁
定
く
だ
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
以
上

大
島
郡
久
賀
村

覚
法
寺

鉄
然　

花
押

佐
波
郡
徳
地
島
地
村

妙
誓
寺

黙
雷　

花
押

熊
毛
郡
光
井
村

真
福
寺

仏
乗　

花
押

　

こ
の
願
い
書
の
三
人
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
で
、
大
洲
鉄
然
と
島
地
黙
雷
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
仏
乗
は
、
先
の
嘆
願
書
に
も
鉄
然
と
と
も
に
登
場
し
た
が
、
光
市
の
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
引
用
し
て
お
く
。

　
　

金
山
仏
乗
（
か
ね
や
ま
・
ぶ
つ
じ
ょ
う
、
一
八
二
五
〜
一
九
〇
二
）
。
光
市
光
井
の
浄

土
真
宗
真
福
寺
の
第
一
〇
世
。
海
防
僧
月
性
に
学
び
、
俗
論
派
を
鎮
静
す
る
た
め
に
、
周

防
国
内
を
巡
回
し
て
説
教
に
あ
た
り
、
真
宗
一
派
風
儀
改
正
に
も
活
躍
し
た
。
維
新
後
は

西
本
願
寺
へ
入
り
、
内
事
局
長
、
財
務
局
長
と
し
て
宗
務
に
専
念
し
た
。

　

同
志
の
僧
た
ち
の
助
け
も
あ
っ
て
、
慶
応
三
年
一
〇
月
末
に
何
度
目
か
の
入
獄
か
ら
出
る

こ
と
が
で
き
た
葆
晃
は
、
数
ヶ
月
後
の
慶
応
四
年
二
月
に
善
宗
寺
の
住
職
に
な
る
。
覚
法

寺
・
明
誓
寺
・
真
福
寺
を
は
じ
め
、
長
門
周
防
に
末
寺
が
一
三
〇
も
あ
っ
た
周
防
の
国
最
大

の
寺
で
あ
る
（
村
上
、
二
〇
一
一
、
一
〇
七
頁
）
。
そ
れ
を
毛
利
藩
が
勧
め
た
理
由
は
、
何

だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
学
僧
と
し
て
の
力
が
評
価
さ
れ
た
、
密
偵
と
し
て
の
活
躍
の
報
償
や
、

誤
っ
て
半
年
も
投
獄
し
た
代
償
の
い
ず
れ
で
も
な
く
、
慶
応
元
年
一
二
月
の
嘆
願
書
に
宗
淵

と
葆
光
が
書
い
た
よ
う
に
、
来
た
る
べ
き
幕
府
と
の
最
後
の
戦
い
に
備
え
て
、
長
州
南
部
で

真
宗
門
徒
の
力
を
結
集
で
き
る
戦
略
的
拠
点
の
司
令
官
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

善
宗
寺
の
系
図
と
そ
の
下
書
き
に
あ
る
、
京
都
の
六
角
獄
舎
か
ら
脱
獄
し
て
葆
晃
が
向

か
っ
た
萩
で
、
幕
府
の
密
偵
の
疑
い
が
か
か
っ
て
野
山
獄
に
投
獄
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
あ

る
い
は
、
密
偵
に
な
っ
て
か
ら
宗
淵
の
不
行
跡
の
と
ば
っ
ち
り
で
半
年
投
獄
さ
れ
た
こ
と
を

指
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
密
偵
で
あ
っ
た
こ
と
を
葆
晃
自
身
が
表
沙
汰
に
し
な
か
っ
た

た
め
に
、
入
牢
の
期
間
が
実
際
よ
り
長
か
っ
た
と
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

こ
の
聞
き
取
り
に
応
え
て
長
い
供
述
を
し
た
志
免
は
、
毛
利
藩
の
大
坂
蔵
屋
敷
出
入
り
商

人
の
お
か
み
と
し
て
、
娘
や
息
子
も
動
員
し
て
、
密
偵
へ
の
経
済
的
支
援
や
潜
伏
先
の
確
保

の
た
め
に
人
脈
を
駆
使
し
て
奔
走
し
て
い
る
。
葆
光
ら
の
密
偵
と
し
て
の
活
動
の
内
容
は
な

か
な
か
複
雑
で
、
し
か
も
宗
淵
と
葆
光
に
わ
け
て
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
一
読
し
た
だ
け
で

は
理
解
が
難
し
い
が
、
整
理
す
る
と
明
治
元
年
に
葆
晃
が
香
川
姓
を
名
乗
る
よ
う
に
な
る
ま

で
の
「
空
白
の
数
年
間
」
の
動
静
は
ほ
ぼ
以
下
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

丑
・
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年

七
月
二
五
日
、
宗
淵
・
葆
光
、
再
度
上
京
の
命
令
を
受
け
即
日
出
発
（
以
下
三
行
、
本
報
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告
の
第
四
節
）
。

八
月
八
日
、
宗
淵
・
葆
光
、
大
坂
着
。
密
偵
と
し
て
の
情
報
収
集
開
始
。

八
月
二
六
日
、
宗
淵
・
葆
光
、
新
選
組
か
ら
逃
れ
て
京
都
発
大
坂
へ
。
二
八
日
大
坂
か
ら

舟
で
帰
国
。

九
月
頃
、
葆
光
、
宗
淵
に
伴
わ
れ
て
大
坂
の
町
人
志
免
に
面
会
（
次
の
項
目
と
と
も
に
八

月
の
こ
と
か
）
。

九
月
頃
、
宗
淵
は
中
川
一
学
、
葆
光
は
佐
々
木
大
証
と
変
名
。
長
崎
医
「
柳
道
仙
」
が
連

絡
役
と
し
て
加
わ
る
。

九
月
、
宗
淵
・
葆
光
の
密
偵
報
告
書
（
本
報
告
の
第
四
節
の
『
奇
兵
隊
日
記
』
）
。

一
〇
月
、
葆
光
ら
の
活
動
資
金
底
を
つ
く
。
志
免
二
〇
両
を
宗
淵
に
貸
す
。
宗
淵
は
葆
光

に
金
を
渡
さ
ず
、
大
坂
か
ら
長
州
へ
も
ど
る
と
称
し
て
備
前
に
と
ど
ま
っ
た
か
（
宗
淵
の

「
不
所
業
」
の
始
ま
り
）
。

一
一
月
、
葆
光
、
い
よ
い
よ
金
が
な
い
の
で
越
後
の
実
家
の
寺
に
飛
脚
を
し
た
て
て

二
〇
〇
両
を
取
り
寄
せ
た
い
と
志
免
に
申
し
出
。
金
策
の
た
め
、
志
免
の
娘
す
へ
年
季
奉
公

へ
出
し
四
七
両
貸
す
。

一
二
月
一
日
、
宗
淵
・
大
證
、
真
宗
八
百
ヶ
寺
の
戦
争
協
力
嘆
願
書
を
藩
に
提
出
（
本
報

告
の
第
五
節
）
。

一
二
月
、
葆
光
、
西
本
願
寺
の
寺
侍
の
西
村
某
に
密
告
さ
れ
京
都
で
捕
縛
。
道
仙
は
葆
光

の
動
静
を
探
る
た
め
上
京
、
西
村
に
出
会
い
か
ま
を
か
け
た
と
こ
ろ
追
手
が
か
か
る
が
虎
口

を
逃
れ
る
。

大
晦
日
、
宗
淵
と
道
仙
の
二
名
が
志
免
の
家
に
来
て
葆
光
の
捕
縛
の
様
子
と
長
州
か
ら
も

た
ら
し
た
資
金
を
失
っ
た
と
語
る
。
志
免
一
八
両
貸
す
。

　

寅
・
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年

正
月
、
道
仙
と
宗
淵
、
人
相
書
き
つ
き
で
捜
索
さ
れ
る
。
宗
淵
・
道
仙
潜
伏
し
て
大
坂
を

転
々
。

正
月
末
、
宗
淵
、
志
免
に
公
家
の
長
州
下
向
に
つ
い
て
無
心
、
俳
諧
師
の
松
友
か
ら
六
〇

両
貸
す
。
宗
淵
ら
勝
手
に
出
歩
く
よ
う
に
な
り
潜
伏
先
を
追
い
出
さ
れ
る
。

三
月
頃
、
宗
淵
、
葆
光
が
獄
か
ら
西
本
願
寺
に
渡
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
挨
拶
に
必
要
と
、

松
友
方
へ
三
〇
両
を
無
心
。
断
る
と
宗
淵
立
腹
、
松
友
方
の
掛
け
軸
を
志
免
の
昵
懇
に
預
け

て
二
四
両
用
立
て
松
友
か
ら
貸
す
。
宗
淵
貸
金
屋
か
ら
も
借
金
。
京
都
祇
園
の
芸
子
を
、
抱

え
主
に
無
断
で
大
坂
へ
連
れ
下
っ
た
こ
と
が
判
明
、
志
免
か
ら
厳
重
に
帰
国
を
勧
め
る
が
宗

淵
居
留
守
を
使
う
。

三
月
二
五
、
六
日
頃
、
百
蔵
方
へ
捕
り
手
が
来
る
が
宗
淵
逃
げ
る
。

三
月
末
〜
四
月
、
道
仙
大
坂
で
捕
縛
。
志
免
と
息
子
房
吉
も
召
し
取
ら
れ
町
役
人
の
事
務

所
で
取
り
調
べ
。
宗
淵
ら
の
用
向
き
は
知
ら
ず
、
な
じ
み
の
客
だ
か
ら
泊
め
た
の
み
と
申
し

開
き
、
放
免
さ
れ
る
。

四
月
〜
夏
こ
ろ
、
宗
淵
、
芸
子
と
備
前
に
行
き
、
芸
子
を
売
っ
た
金
で
上
方
に
帰
り
徘
徊

中
に
い
ず
れ
の
方
か
ら
か
捕
縛
さ
れ
た
と
の
噂
（
宗
淵
は
密
偵
と
芸
子
拐
か
し
の
別
々
の
罪

状
で
追
わ
れ
て
い
た
）
。

夏
、
志
免
、
北
条
瀬
兵
衛
に
松
友
妻
の
代
筆
で
手
紙
を
送
る
。
藩
か
ら
一
〇
〇
両
の
弁
済

を
う
け
る
（
志
免
の
記
憶
す
る
だ
け
で
も
志
免
と
松
友
か
ら
一
六
九
両
を
貸
し
て
い
る
か
ら

ま
だ
大
赤
字
で
あ
る
）
。

一
二
月
二
五
日
、
葆
光
、
西
本
願
寺
内
で
新
選
組
の
見
張
る
太
鼓
楼
か
ら
の
脱
出
に
成
功

し
志
免
方
に
来
て
宗
淵
の
不
所
業
を
知
ら
さ
れ
仰
天
。
話
し
合
っ
て
送
金
さ
れ
た
一
〇
〇
両

の
う
ち
か
ら
三
〇
両
余
と
、
葆
光
の
つ
て
で
不
足
の
七
両
を
借
り
て
志
免
の
娘
す
へ
を
請
け

出
す
。
す
へ
の
働
き
は
一
年
で
約
一
〇
両
。

一
二
月
二
七
日
、
葆
光
大
坂
か
ら
長
州
へ
（
お
そ
ら
く
藩
の
詮
議
を
受
け
る
た
め
だ
ろ

う
）
。

　

卯
・
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年

四
月
四
日
、
葆
光
、
宗
淵
の
同
類
と
み
な
さ
れ
、
野
山
獄
の
揚
り
屋
（
お
目
見
え
以
下
の

武
士
、
僧
侶
・
医
師
・
山
伏
な
ど
の
未
決
囚
を
収
容
）
に
入
獄
。

秋
よ
り
後
、
鉄
然
・
黙
雷
・
仏
乗
、
葆
光
の
痔
の
治
療
の
た
め
出
獄
嘆
願
書
。

一
〇
月
、
大
阪
で
長
州
藩
か
ら
志
免
へ
の
尋
問
。

一
〇
月
二
七
日
、
志
免
か
ら
の
聞
き
取
り
で
葆
光
の
「
不
所
業
」
の
疑
い
晴
れ
、
葆
光
は

清
光
寺
の
学
校
預
か
り
へ
。

　

辰
・
慶
応
四
・
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年

二
月
一
日
、
藩
士
の
勧
め
で
葆
晃
善
宗
寺
住
職
に
、
香
川
姓
と
な
る
。

七
、
慶
応
三
年
一
〇
月
『
毛
利
家
文
庫
』
の
中
の
「
長
崎
医
・
柳
道
仙
」
を
め
ぐ
っ
て

　

香
川
葆
晃
の
長
女
は
、
長
崎
へ
嫁
に
行
っ
た
、
と
筆
者
の
母
で
、
ヨ
ネ
の
次
女
秀
子
（
系

図
で
は
ヒ
デ
コ
）
の
次
女
で
あ
っ
た
芙
美
子
は
話
し
て
い
た
。
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
何
も
語

ら
な
か
っ
た
が
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
手
が
か
り
の
中
で
、
葆
晃
と
長
崎
を
つ
な
ぐ
も
の
が
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あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
長
崎
医
・
柳
道
仙
し
か
思
い
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
が
密
偵

と
し
て
の
変
名
で
あ
る
な
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
探
し
て
も
手
が
か
り
が
見
つ
か
る

可
能
性
は
低
い
。
も
っ
と
も
、
宗
淵
と
葆
光
は
、
仲
間
で
あ
る
志
免
に
対
し
て
は
変
名
で
な

く
本
名
を
用
い
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
柳
道
仙
が
本
名
で
あ
っ
て
も
差
し
支
え
は
な
い
は
ず

だ
が
、
大
正
時
代
に
出
た
『
長
崎
県
人
物
伝
』
（
長
崎
県
教
育
会
編
、
一
九
七
三
）
の
医
者

の
部
に
は
、
そ
し
て
全
体
の
中
に
も
、
楊
は
あ
っ
て
も
柳
と
い
う
姓
の
人
物
は
見
当
た
ら
な

い
。

　

芙
美
子
の
連
絡
先
メ
モ
の
中
に
、
長
崎
市
観
善
寺
が
あ
っ
た
の
を
唯
一
の
手
が
か
り
に
、

連
絡
を
と
り
、
二
〇
二
四
年
一
二
月
に
長
崎
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ス
ク
研
究
セ
ン
タ
ー
を
訪

問
し
た
の
を
好
機
に
訪
ね
て
み
た
。
さ
だ
ま
さ
し
（
二
〇
〇
三
）
の
小
説
『
解げ

夏げ

』
に
も

「
勧0

善
寺
」
と
し
て
登
場
す
る
、
樹
齢
八
百
歳
と
い
う
ク
ス
ノ
キ
が
あ
る
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
の
寺
で
あ
る
。

　

観
善
寺
前
住
職
の
立
花
文
英
師
ご
夫
妻
が
時
間
を
割
い
て
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
見
せ

て
い
た
だ
い
た
系
図
は
、
四
八
年
間
も
住
職
を
勤
め
て
、
昭
和
二
五
［
一
九
五
〇
］
年
に
、

八
四
歳
で
遷
化
さ
れ
た
第
一
四
代
方
外
師
が
作
成
し
た
も
の
で
、
方
外
の
「
室　

清
亮
院
貞

吟　

明
治
十
一
年
生
、
明
治
三
十
九
年
十
月
五
日
逝
、
享
年
二
十
九
歳　

至
今
三
十
六
年
」

と
記
さ
れ
、
以
下
の
説
明
が
あ
っ
た
。
「
京
都
在
住
香
川
葆
晃
長
女
貞
子
、
葆
晃
老
師
山
口

県
富
田
善
宗
寺
前
住
職
為
本
願
寺
元
老
。
」

　

葆
晃
は
、
長
女
の
テ
イ
が
誕
生
す
る
の
で
、
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
に
ヨ
ネ
を
入
籍

す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

以
下
は
、
前
坊
守
の
京
子
さ
ん
に
よ
る
、
第
一
五
代
の
文
夫
師
の
坊
守
で
あ
っ
た
、
き
み

さ
ん
か
ら
繰
り
返
し
聞
か
さ
れ
た
貞
子
の
思
い
出
話
で
あ
る
。

　
　

方
外
さ
ん
が
顔
も
見
な
い
で
結
婚
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
貞
子
さ
ん
は
、
は
る
ば
る
京

都
か
ら
駕
籠
に
乗
っ
て
嫁
入
り
さ
れ
ま
し
た
。
五
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
た
け
れ
ど
、
若

く
し
て
結
核
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
小
倉
の
お
寺
へ
嫁
に
行
か
れ
た
五
番
目
の
秀
代
さ

ん
は
葆
晃
さ
ん
を
た
い
へ
ん
尊
敬
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
戒
名
に
も
葆
の
字
を
入
れ
ま
し

た
。

　　

幕
末
の
文
書
で
は
「
葆
光
」
と
書
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
香
川
葆
晃
と
長
崎
を
結
び
つ

け
た
も
の
は
何
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
今
の
と
こ
ろ
、
手
が
か
り
は
、
前
述
の
大
坂
の
町
人
房
吉

の
母
志
免
の
供
述
に
出
て
く
る
、
「
長
崎
医
・
柳
道
仙
」
と
い
う
人
物
し
か
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。

　

葆
光
が
京
都
で
集
め
た
情
報
を
、
大
坂
の
宗
淵
に
つ
な
い
だ
り
、
活
動
資
金
を
葆
光
に
届

け
た
り
し
て
い
た
道
仙
は
、
危
な
い
橋
を
何
度
も
渡
っ
て
、
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
三
月

に
大
坂
で
捕
縛
さ
れ
た
こ
と
し
か
分
か
ら
な
い
。
な
ぜ
、
長
崎
の
医
者
が
長
州
の
た
め
に
命

を
か
け
て
密
偵
と
し
て
働
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
た
び
長
崎
を
訪
れ
た
際
に
調
べ
て
考
え

た
こ
と
に
触
れ
て
、
今
後
の
研
究
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

　

長
崎
で
道
仙
と
い
え
ば
、
医
師
・
新
聞
人
・
政
治
家
・
書
家
と
し
て
活
躍
し
、
「
長
崎
を

作
っ
た
男
」
と
言
わ
れ
る
西
道
仙
（
一
八
三
六
〜
一
九
一
三
）
が
す
ぐ
に
思
い
当
た
る
。
若

い
頃
の
密
偵
と
し
て
の
活
動
を
、
香
川
葆
晃
が
表
立
っ
て
は
言
わ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
仮
に

「
柳
道
仙
」
が
、
西
道
仙
そ
の
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
を
示
す
資
料
の
発
見
は

難
し
い
だ
ろ
う
。
幕
末
の
長
崎
の
医
者
で
、
長
州
藩
や
勤
王
思
想
に
強
い
関
心
が
あ
り
、
命

が
け
で
の
行
動
も
辞
さ
な
い
と
い
う
人
物
は
そ
う
多
く
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
「
柳
道

仙
」
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
資
料
が
な
い
中
で
、
以
下
は
、
西
道
仙
と
香
川
葆
晃
を
結
ん
だ
か

も
し
れ
な
い
状
況
証
拠
の
探
索
で
あ
る
。

　

天
保
七
（
一
八
三
七
）
年
に
、
西
道
仙
は
、
天
草
で
生
ま
れ
た
。
高
山
彦
九
郎
の
後
を

追
っ
て
、
そ
の
墓
の
側
で
自
刃
し
た
曾
祖
父
道
俊
の
影
響
を
受
け
て
、
道
仙
は
若
い
頃
か
ら

勤
王
の
志
士
に
憧
れ
た
と
い
う
。
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
六
月
、
祖
父
松
仙
、
父
元
良
を

相
次
い
で
亡
く
し
た
道
仙
は
、
八
代
で
漢
方
医
と
し
て
修
行
中
、
戸
原
卯
橘
（
と
は
ら
・
う

き
つ
、
一
八
三
五
〜
六
三
）
と
知
り
合
っ
た
。
戸
原
家
は
、
秋
月
藩
の
藩
医
の
家
柄
で
、
戸

原
は
、
各
地
で
医
術
の
修
行
に
励
ん
だ
が
、
次
第
に
勤
王
思
想
に
傾
倒
し
、
行
動
を
共
に
す

る
中
で
、
西
道
仙
と
意
気
投
合
し
た
。
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
八
月
、
長
州
へ
の
「
七
卿

落
ち
」
を
知
っ
た
戸
原
は
脱
藩
し
て
、
沢
宣
嘉
（
さ
わ
・
の
ぶ
よ
し
、
一
八
三
五
〜
七
三
）

ら
七
卿
に
仕
え
る
べ
く
、
七
卿
が
滞
在
す
る
周
防
の
三
田
尻
を
訪
ね
た
。
こ
れ
に
同
行
し
た

西
道
仙
は
、
母
親
危
篤
の
知
ら
せ
で
や
む
な
く
天
草
に
帰
る
。
一
方
、
戸
原
は
、
同
年
一
〇

月
、
筑
前
藩
士
平
野
国
臣
（
一
八
二
八
〜
六
四
）
ら
と
沢
を
奉
じ
て
但
馬
で
生
野
の
変
を
起

こ
す
が
、
破
れ
て
自
刃
し
た
。　

　

西
道
仙
は
、
同
年
、
長
崎
に
居
を
移
し
て
医
者
を
開
業
す
る
と
と
も
に
、
私
塾
を
開
く
。

同
い
歳
の
坂
本
龍
馬
に
送
っ
た
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
慶
応
元
年
六
月
に
、
自

宅
が
全
焼
し
て
、
家
財
と
蔵
書
を
す
べ
て
失
う
。
翌
年
は
、
妻
と
弟
を
失
っ
て
い
る
。
そ
の

後
、
明
治
元
年
に
沢
宣
嘉
が
長
崎
裁
判
所
総
督
に
赴
任
す
る
ま
で
、
西
道
仙
の
動
静
は
途
絶
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え
て
い
る
。
新
潟
で
生
ま
れ
た
葆
晃
と
天
草
・
長
崎
の
西
道
仙
が
、
勤
王
思
想
と
長
州
藩
と

い
う
時
代
の
共
通
の
引
力
に
よ
っ
て
、
京
坂
で
密
偵
と
し
て
行
動
を
と
も
に
し
た
可
能
性
が

あ
る
だ
ろ
う
。

　

慶
応
元
年
六
月
に
、
自
宅
と
蔵
書
を
火
災
で
失
な
い
、
生
活
の
場
と
収
入
の
道
を
絶
た
れ

た
西
道
仙
は
、
積
年
の
勤
王
の
思
い
を
遂
げ
る
た
め
長
州
に
向
か
い
、
八
月
に
は
長
州
藩
の

密
偵
と
し
て
大
坂
に
現
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
葆
晃
が
、
密
偵
と
し
て
の
変
名
に
自
分
の
越

後
で
の
幼
名
の
大
証
を
選
ん
だ
よ
う
に
、
密
偵
と
し
て
の
変
名
に
、
西
道
仙
が
長
崎
で
用

い
て
い
た
字
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
遠
隔
の
地
で
の
変
名
に
、
自
分
の
使
い

慣
れ
た
名
前
を
使
う
こ
と
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
自
然
に
返
事
が
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ

る
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
姓
と
し
て
は
、
西
道
仙
が
二
年
前
に
断
腸
の
思
い
で
別

れ
た
直
後
に
、
勤
王
の
志
士
と
し
て
壮
絶
な
死
を
遂
げ
た
刎
頸
の
友
で
あ
る
戸
原
卯
橘
の
弔

い
合
戦
の
つ
も
り
で
、
「
卯
橘
」
の
合
字
と
し
て
「
柳
」
を
名
乗
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
。
翌
年
に
は
妻
も
弟
も
な
く
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
「
柳
道
仙
」
が
密
偵
と
し
て
の
活
動

に
長
く
従
事
で
き
た
の
も
頷
け
る
。
こ
の
想
定
は
、
西
道
仙
の
評
伝
（
長
崎
県
教
育
会
編
、

一
九
一
九
、
長
島
俊
一
、
二
〇
〇
四
、
長
崎
史
談
会
編
、
二
〇
二
〇
）
に
も
ま
っ
た
く
登
場

し
な
い
も
の
だ
が
、
今
後
検
討
に
値
す
る
仮
説
と
し
て
こ
こ
に
提
示
し
て
お
く
。
引
き
続
き
、

香
川
葆
晃
と
、
系
図
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
一
二
月
七
日
に
、
太
田
覚
眠

（
一
八
六
六
〜
一
九
四
四
）
を
宿
泊
さ
せ
た
と
い
う
長
崎
の
勧
善
寺
の
立
花
方
外
第
一
四
代

住
職
を
結
ん
だ
人
脈
に
つ
い
て
も
史
料
を
探
し
て
み
た
い
。

　
八
、
ま
と
め

　

幕
末
維
新
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
長
州
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
の
中
で
、

ほ
ぼ
忘
れ
ら
れ
て
い
る
香
川
葆
晃
の
密
偵
と
し
て
の
活
動
に
焦
点
を
あ
て
て
、
こ
れ
ま
で
注

目
さ
れ
て
い
な
い
史
料
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
松
陰
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
武
士

に
も
っ
ぱ
ら
脚
光
が
当
て
ら
れ
る
維
新
史
の
中
で
、
月
性
を
は
じ
め
と
す
る
僧
侶
の
果
た
し

た
多
面
的
な
役
割
の
理
解
が
進
む
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
と
も
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　

ま
と
ま
っ
た
著
作
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
な
か
っ
た
香
川
葆
晃
の
最
後
の
出
版
物
は
、
『
本
願

成
就
文
講
義
筆
記
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
、
真
宗
木
辺
派
の
本

山
錦
織
寺
の
安
居
で
の
香
川
葆
晃
の
講
義
録
で
あ
る
。
明
治
三
一
年
一
〇
月
一
三
日
の
葆
晃

の
死
去
の
あ
と
、
急
い
で
編
集
印
刷
さ
れ
、
同
年
一
二
月
三
日
、
京
都
の
興
教
書
院
か
ら
発

行
さ
れ
た
。
編
集
人
は
、
山
口
県
吉
敷
郡
小
郡
村
、
河
野
方
賢
と
な
っ
て
い
る
。
序
は
、
漢

文
で
円
通
道
人
（
赤
松
）
連
城
が
弔
辞
を
書
い
た
。
そ
こ
に
は
、
ほ
と
ん
ど
四
〇
年
に
及
ぶ

友
で
あ
っ
た
緇
渓
道
人
こ
と
香
川
葆
晃
を
悼
み
、
病
い
の
床
で
再
起
で
き
な
い
と
さ
と
っ
た

葆
晃
が
、
後
事
を
自
分
と
水
原
虚
谷
に
託
し
た
と
あ
る
。
虚
谷
は
、
水
原
慈
音
（
み
ず
も

と
・
じ
お
ん
、
一
八
三
五
〜
一
九
〇
八
）
の
号
で
あ
る
。
叔
父
の
超
然
（
ち
ょ
う
ね
ん
）
と

と
も
に
勤
王
僧
と
し
て
活
動
し
た
近
江
の
真
宗
本
願
寺
派
円
照
寺
住
職
だ
っ
た
。
私
が
購
入

し
た
古
書
に
は
、
奥
付
に
紙
が
貼
っ
て
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
「
十
月
十
三
日　

圓
珠
院
葆
晃

　

満
中
陰
志　

香
川
宗
一
」
と
あ
る
。
葆
晃
と
ヨ
ネ
の
間
に
生
ま
れ
た
ま
だ
幼
い
長
男
が
喪

主
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

筆
者
の
手
元
に
は
、
ヨ
ネ
が
大
切
に
保
管
し
て
い
た
、
香
川
葆
晃
あ
て
の
四
〇
通
余
り
の

辞
令
が
残
さ
れ
て
い
る
。
次
の
報
告
が
で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
か
か
わ
る
研
究
倫
理
に
つ
い
て
は
、
宮
本
・
安
渓

（
二
〇
二
四
）
に
示
さ
れ
た
、
調
査
さ
れ
る
側
の
迷
惑
に
つ
い
て
の
配
慮
を
最
大
限
に
払
い

な
が
ら
お
話
を
う
か
が
い
、
執
筆
し
た
。

謝
辞

　

親
し
く
胸
襟
を
開
い
て
い
ろ
い
ろ
の
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
り
、
資
料
を
提
供
し
て
く

だ
さ
っ
た
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
善
宗
寺
（
周
南
市
）
、
真
照
寺
（
上
越
市
）
、
観
善
寺

（
長
崎
市
）
の
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
葆
晃
の
事
績
を
調
べ
る

な
ら
ま
ず
は
『
奇
兵
隊
日
記
』
に
あ
た
れ
と
い
う
樹
下
明
紀
先
生
の
ご
教
示
が
、
こ
の
研
究

を
ス
タ
ー
ト
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
近
世
真
宗
史
研
究
の
課
題
と
方
向
性
に
つ
い

て
は
、
児
玉
識
先
生
の
励
ま
し
を
受
け
、
『
毛
利
家
文
庫
』
の
文
書
の
解
読
に
あ
た
っ
て
は
、

元
山
口
県
文
書
館
副
館
長
の
金
谷
匡
人
先
生
か
ら
ほ
と
ん
ど
共
著
と
い
う
べ
き
懇
切
な
ご
指

導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
究
費
の
一
部
は
、
安
渓
遊
地
を
代
表
者
と
す
る
科
研
費
基
盤
研

究
（
Ｃ
）24520067

「
幕
末
維
新
期
の
長
州
真
宗
僧
に
関
す
る
史
料
と
口
承
に
よ
る
総
合
的

研
究
」
を
使
用
し
ま
し
た
。

本
研
究
に
つ
い
て
開
示
す
べ
き
利
益
相
反
関
係　

な
し
。
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引
用
文
献
・
引
用
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

安
渓
芙
美
子
「
記
憶
の
あ
る
裡
に
―
―
大
正
時
代
の
あ
る
子
供
の
生
活
」
（
一
九
九
九
）

https://ankei.jp/yuji/?n=132
安
渓
遊
地
・
安
渓
貴
子
「
越
の
国
巡
礼
―
―
幕
末
維
新
長
州
僧
の
足
跡
を
た
ど
る
旅
」
『
季

刊
東
北
学
』
三
〇
号
、
一
六
六
〜
一
九
三
頁
（
二
〇
一
一
）

安
渓
遊
地
他
「
明
治
初
期
に
仏
教
を
救
っ
た
山
口
の
四
傑
僧
―
―
島
地
黙
雷
・
大
洲
鉄
然
・

赤
松
連
城
・
香
川
葆
晃
の
研
究
」
『
山
口
県
立
大
学
学
術
情
報
』
五
巻
、
三
一
〜
五
一

頁
（
二
〇
一
二
）
（
英
文
）

一
坂
太
郎
『
定
本
奇
兵
隊
日
記
・
人
名
索
引
（
修
訂
版
）
』
マ
ツ
ノ
書
店
（
一
九
九
九
）

岡
村
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写真１　「明治十二年明治天皇御下命『人物写真帖』」中の山口県の真宗僧

（皇居三の丸尚蔵館の許可により複製）
左から大洲鉄然、島地黙雷、香川葆晃、赤松連城
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幕末維新長州真宗僧の新資料―地方の密偵としての香川葆晃の事績を中心に―

New Materials on the Shin Buddhist Priests of the Chōshū Clan at the End of the Edo 
Era: Focusing on the Activities of Kagawa Hōkō as a Local Intelligence Agent

ANKEI Yuji（Emeritus Professor at Yamaguchi Prefectural University）
ankeiyuji@gmail.com

The aim of  this paper  is  to examine historical materials  that show the political and military roles played by 
Buddhist priests during the civil war at the end of the Edo era, when the Tokugawa shogunate was opposed 
by various clans. They overthrew the old regime and ushered  in the Meiji era, when the emperor reigned. 
During the Edo era when today’s Yamaguchi Prefecture was known as the Chōshū clan, Shin Buddhism priests 
belonging to temples in the clan’s territory set up a new school for monks to learn both liberal arts and French 
style martial arts  to prevent Buddhism and temples, which were  linked to  the Tokugawa shogunate,  from 
being destroyed. This study focuses on one of the priests involved in this movement, Kagawa Hōkō, and aims 
to clarify the reality of previously undocumented espionage activities using three historical documents. The 
third document is a transcript of an interview with the mother of a merchant in Osaka who was a supporter 
of the Chōshū clan’s espionage activities. It provides specific details about how the spies raised the funds they 
needed, how they communicated their information, and how they evaded the authorities by moving from one 
hiding place to another. There was also a monk, a spy mate of Hōkō, who abandoned his espionage duties and 
instead spent the money on sake and geisha. He ended up abducting a geisha and ran away, which led to Hōkō 
being imprisoned by both the shogunate’s Shinsengumi and the Chōshū clan on two separate occasions. After 
this, Hōkō and his comrades became responsible priests at the heart of the administration of the Shin Buddhism 
Hongwanji sect  in the Meiji era, and he became the president of a university established by the sect, but  in 
his twenties, he was involved in military activities like this. This is a new and interesting specific case that has 
previously been undocumented.
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